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令和3年度 会長挨拶令和3年度 会長挨拶

「御礼」
　令和３年度福井YEG会長をさせていただきました、天野準一です。令和3年度福井YEGの活動をするにあた
り、たくさんのお力添えを頂きました福井商工会議所八木会頭はじめ職員の皆様、行政・地域団体の皆様、そ
してなによりも思うように活動ができない世情の中でも目的に向かって真摯に活動に取り組んでいただきまし
た福井YEG会員の皆様とその活動を応援していただきました各会員企業、ご家族様に心より御礼を申し上げ
ます。本当にありがとうございました。
　一年間会長をさせていただき多くの学びと大きな感動をいただきました。会員の皆様におかれては、私の想
いに応えていただき初志一貫した活動を行っていただいたことは本当に有難く、私にとっては一生の宝物とな
るあっという間の一年間でした。本当に皆様への感謝で満ちあふれております。

「なぜ、Richness creatorsをスローガンに選んだのか！？」
　会長職を受けるにあたり、スローガンは皆で明るい未来を思い描ける言葉にしたい、と考えました。
　会員個々人全員が豊かになれば、豊かな組織となり、そんな私たちが郷土福井で活動することで必ず福井は
豊かな街になる。そうすると、めちゃくちゃ豊かな人生が送れるのではないか、という至極単純な発想が原点
です。
　それと同時に「福井YEG ってこのままでいいのかな」といった漠然とした不安がありました。私は、今は
面白おかしくYEGに参加をさせてもらっていますが、過去にはYEGの良さを感じられなくなり、退会を考え
たこともありました。
　会長をさせてもらうにあたり、今の、そしてこれからのYEGメンバー全員にとって面白おかしく、自身と
自企業のためになるYEGで在りたいという想いをスローガンと基本方針に込めました。
　実は、最初に考えたスローガンは「RICH」でしたが、当年度を創るコアメンバーの皆さんと相談しながら
スローガンを考える中で、先の見えない時代に、その時代時代に合わせた豊かさを創造することこそ大切で、
それこそYEGとしての本懐である、と想いいたり豊かさの創造主達Richness creatorsにたどり着きました。

「会長職をガラス張りに！」
　「会長って忙しいの？」と言われますが毎日YEGをしているわけではありません。私が今年度出席した内外
会合、当て職、費用感、などをざっくりと記載いたします。年度と会長によって違うのであくまで参考までに。
詳しい資料が欲しい方は天野までお問い合わせください。

【出席外部会議】年間20回ほど（福井商工会議所常議員理事会、福井テレビ番組審議会、など）

福井商工会議所青年部
令和３年度会長

天 野　準 一



4Vol.122

【出席YEG活動】年間80回ほど（執行部会、役員会、例会、大会、県連、など）
【持ち出し経費】40万円ほど（懇親会30回ほど）

　以上です。抜け漏れがあったらごめんなさい。平均して週に２回YEG関連の活動に参加していた計算でした。
　前年度８月ころからスローガンや基本方針、組織図を考え始め大いに悩みました（スローガン・基本方針は
28改定目に完成しました）。４月からの年度が始まりますと各委員会と副会長の皆さんで強力に進めていただ
けたこと、そして令和3年度は専務、専務特務室という力強い味方も得ましたため、だいぶ楽をさせていただ
きました。とはいえ、すべての失敗は会長の責任、成功は皆さんのおかげ様ですので、すべての活動を絶対成
功させないといけないという使命感があり、そういった意味では常に気を張ってはおりました。
　皆様がこれから会長になられるにあたり、とりあえずやってみようというチャレンジ精神を持つことと、普
段から仲間たちと信頼関係を築いていれば、どなたでも会長職はできると思います。

「ここが良いんですよ、会長職は！」
　何をおいても人への感謝を普段の何倍も感じるようになり、日々が本当に豊かになります。これが私の感じ
た一番の良さです。
　他には、例会事業の主催者なので常に前のめりで参加でき、学びが大変多いこと。会長職でしか会えない人
たちとのご縁をたくさんいただけること。年中気を張っているので、会社でも失敗が少なくなること。日ごろ
から判断ばかりしているので仕事の判断も早くなること。会長をされた方たちと話をすると、会長年度は業績
が伸びた、という話を多く聞きますが実感として理解できます。ずっと会長をやっていたら、会社の業績は伸
び放題かも！？

「終わりに」
　年度が始まる前にＲ３年度コアメンバーで基本方針に対して話をしているときに、「互いの良さを知りあっ
た人が街中に生まれ、気が付けばどこに行っても気心の知れた仲間に出会える街になる」という言葉が生まれ
ました。この言葉は基本方針のフレーズの中でも、私のお気に入りです。コアメンバーの方からも「このこと
ば本当に良いですね」と言っていただいたことがありました。とても嬉しい思い出です。本当にそんな未来を
創りたいと考えています。まさに私の夢です。これにて会長職を終えますが、今年度見つけた目標は、人生の
宝物として一生をかけて追い求めていこうと思います。最後になりますが、福井YEGに、そして会員の皆さ
んに、豊かな未来が来ることを心より祈念し、令和3年度会長職最後の挨拶とさせていただきます。

令和3年度 会長挨拶令和3年度 会長挨拶
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　令和４年度福井商工会議所青年部第４４回会長を拝命しております山田祐司です。
　私は平成１５年にＹＥＧに入会し、令和４年度で青年部生活２０年になります。青年経済
人として未熟であり、自身の青年経済人としての成長、そして福井のまちの賑わいづくりに
関わりたい、その思いをもってＹＥＧ生活を始めました。入会から今日まで、多くの諸先輩
方には沢山の青年部活動のイロハを学びました。多くの諸先輩方に感謝申し上げます。
　ＹＥＧは多くの企業会員と容易に知り合えることができる、会員に加わる魅力の一つだと
私は感じております。そして福井ＹＥＧには現在１００名以上の会員が在籍しています。日
頃社会生活において、これだけの他企業の方と会って話す機会は少ないと思います。その魅
力を存分に発揮できるのはお互いの信頼関係が必要です。ただ単に参加しているだけでは信
頼関係は生まれません、お互い青年経済人として大事な時間を共有して活動を通してこそ関
係性が生まれるものなのです。その信頼は会員一人一人の成長の礎になっていくのです。
　この数年コロナ禍において活動の縮小やオンラインを使用しての会議と時代が変化するこ
とに追われ、じっくりとした対話する時間が減っていたと思います。対話は様々な課題に対
する解決に導く最良の手段であり、私たちの活動意義（まちの活性化、個や会全体の成長）
にどの様に繋がるのかを見出す大事な時間となります。令和４年度は会員それぞれが対話す
る時間を十分にとってもらうことで、地域活性化に向けたＹＥＧ活動に対する想いを深めて
いき、事業を通して自企業の発展、地域の発展にどのように繋げ広めてゆくか、その考えて
答えを導く、そこから地域愛へと想いが変化してくのです。
　令和４年度スローガン「Everybody can do　～繋がり、紡ぎ、織りなすヒーローであれ～」
です。
　ＹＥＧ活動の本質は自企業の発展や地域活性化だと考えています。我々は活動を通して多
くの地域活動家や企業、団体と交わり対話から事業を構築していきます。そこから得られる
お互いの信頼関係、魅力の再発見、知識の広がりや経験の積み重ねなど、会員それぞれが繋
いで得たことを一本の糸をつくるように紡いでいき、自分だけの物に織り上げ誇りを持って
地域の魅力として語り告げるヒーローとなっていくのです。共感から憧れや興味と周りの人
が影響を受け、新たに自分で織り上げた誇りを語り継げていく、そのように福井の多くの人
が、まちや地域に誇りを持って多くの人に自身が誇っている魅力を伝えられる、その魅力に
ひかれ多くの人がまちに訪れる、そのような誰もが憧れを抱く明るい福井の未来へ向かって
いける礎となるような活動を１年間行ってまいります。

福井商工会議所青年部
令和４年度会長

山 田　祐 司

令
和
４
年
度 

会
長
挨
拶

Everybody can do
～繋がり、紡ぎ、織りなすヒーローであれ～

令和４年度スロ
ーガン

令和４年度 会長挨拶令和４年度 会長挨拶
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令和3年度 令和3年度 活動報告活動報告

経
済
的
な
個
人
の
豊
か
さ
」「
協
動
の
実
践
に
よ
る
、
個

人
か
ら
始
ま
る
組
織
の
豊
か
さ
」「
伝
播
し
、
循
環
し
続

け
る
豊
か
さ
」
を
実
現
化
す
る
為
会
員
の
意
志
の
統
一
と

情
報
共
有
を
す
る
例
会
で
、
専
務
と
専
務
特
務
室
の
設
置

と
執
行
部
に
て
協
議
を
行
う
『
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未
来
を
考

え
る
時
間
』
の
内
容
が
説
明
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
一

年
間
に
船
出
に
対
し
て
天
野
会
長
の
ワ
ク
ワ
ク
と
未
来
へ

の
期
待
が
伝
わ
る
内
容
で
し
た
。

　

令
和
3
年
5
月
26
日
に
、「
家
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

ラ
ボ
白
書
か
ら
学
ぶ
フ
ァ
ミ

リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
研
修
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
近
年
家
族
経
営
が
欧
米

な
ど
で
見
直
さ
れ
て
お
り
、

最
新
の
家
業
経
営
の
知
見
を

例
会
で
学
び
、
会
員
企
業
の

永
続
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ
う
と

し
ま
し
た
。 

　

前
半
は
株
式
会
社
み
や
じ

豚
の
代
表
取
締
役
社
長
か

つ
、
家
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
ラ
ボ
発
起
人
の
宮
治
勇

輔
社
長
か
ら
自
身
の
経
験
と

フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
論
を

交
え
た
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
後
半
は
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
員
3
名
と
講
師
と
で
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
家

業
を
継
ぐ
難
し
さ
や
悩
ん
で

い
る
事
、
成
功
し
て
い
る
事

5
月

　
 例

　
　会

5
月

　
 例

　
　会

　

令
和
３
年
度
Ｂ
ｕ
ｚ
ｚ
ま
ち
⤴
委
員
会
と
し
て
最
初
の

事
業
は
、「
第
36
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画
事
業
」
の
運

営
で
し
た
。
前
年
度
委
員
会
が
企
画
し
た
こ
と
を
し
っ
か

り
と
運
営
で
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
我
々
が
企

画
す
る
「
第
37
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画
事
業
」
の
参
考

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

定
期
総
会
並
び
に
４
月
例
会
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響

で
残
念
な
が
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
な
り
、
第
一
号
議
案
か
ら

第
四
号
議
案
ま
で
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
例
会
で
は
、
天
野
会
長
が
理
想
と
す
る
福
井
Ｙ
Ｅ

Ｇ
に
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
変
わ
る
点
を
全
会

員
に
伝
え
、
次
年
度
の
基
本
方
針
で
も
あ
る
「
精
神
的
・

第
36
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画
事
業

第
36
回
ふ
く
い
桜
ま
つ
り
参
画
事
業

4
月

　定
期
総
会
・
例
会

4
月

　定
期
総
会
・
例
会

な
ど
生
々
し
い
話
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
普
段
の
青

年
部
活
動
で
は
中
々
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い
話
だ
っ
た
の

で
、
近
し
い
関
係
の
仲
間
が
似
た
よ
う
に
悩
ん
で
行
動
し

て
い
る
事
を
知
れ
て
刺
激
に
な
っ
た
と
の
声
が
多
数
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

後
日
、
後
継
ぎ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
12
名
の
会

員
同
士
で
更
に
深
く
自
社
の
課
題
や
今
後
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

6
月
例
会
で
は
、「
故
郷
の
新
し
い
風
会
議
」
と
題
し
、

公
務
員
の
方
や
他
単
会
の
方
を
交
え
て
、
地
域
の
魅
力
や

自
己
実
現
の
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
、
子
ど
も
た
ち
に

ど
う
伝
え
る
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

風
会
議
と
い
う
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
場
で
、
公
務
員
の
方

が
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、
他
単
会
の
メ
ン
バ
ー
が
感
じ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
聞
き
出
す
こ
と
が
で

き
、
そ
の
後
の
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
構
築
や
例
会
構
築
に

活
か
せ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
7
月
28
日
に
、「
ま
ち
の
元
気
を
つ
く
る　

地
域
と
企
業
の
豊
か
な
あ
り
方
」
を
福
井
商
工
会
議
所
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
「Richness creators

」
豊
か
な
郷
土
を
築

く
た
め
に
、
地
域
と
企
業
相
互
の
持
続
的
な
発
展
の
あ
り

方
を
学
ぶ
た
め
に
、
静
岡
県
三
島
市
の
加
和
太
建
設
株
式

会
社
の
河
田
社
長
に
講
演
を
い
た
だ
き
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。
地
方
で
土
木
を
中
心
と
し
た
建
設
会

社
だ
っ
た
会
社
か
ら
魅
力
的
な
建
築
物
を
建
て
、
そ
こ
に

6
月

　
 例

　
　会

6
月

　
 例

　
　会

7
月

　
 例

　
　会

7
月

　
 例

　
　会

令
和
３
年
度

活
動
報
告
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算
表
ま
で
作
成
を
す
る
こ
と
で
、
よ
り
深
く
、
体
感
し
な

が
ら
Ｍ
Ｑ
会
計
を
学
び
ま
し
た
。
あ
る
人
は
赤
字
に
な
っ

て
落
ち
込
み
、
あ
る
人
は
黒
字
に
な
っ
て
Ｍ
Ｇ
研
修
を
楽

し
み
と
、
自
身
の
経
営
と
結
び
つ
け
な
が
ら
深
く
濃
厚
な

経
営
シ
ュ
ミ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
10
月
2
日　

坂
井
市
竹
田
農
山
村
交
流
セ

ン
タ
ー
ち
く
ち
く
ぼ
ん
ぼ
ん
に
て
、
熱
盛
委
員
会
初
め
て

の
担
当
事
業
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

新
入
会
員
の
メ
ン
バ
ー
は
こ

れ
か
ら
の
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未
来

を
担
う
大
切
な
仲
間
、
福
井
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
宝
で
す
。
そ
ん
な
熱
盛

委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
こ
の
事
業

構
築
を
通
し
て
望
む
こ
と
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
同
期
同
士
で

互
い
の
理
解
や
絆
を
深
め
、
福

井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
中
に
か
け
が
え
の

な
い
仲
間
・
居
場
所
を
創
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。

　

そ
し
て
、
単
会
を
越
え
た
繋

が
り
に
こ
そ
も
っ
と
も
っ
と
奥

深
い
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
魅
力
、
醍
醐
味

が
あ
る
こ
と
を
新
入
会
員
の
段

階
か
ら
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
。

　

こ
の
２
点
が
あ
り
ま
し
た

が
、
事
業
後
の
メ
ン
バ
ー
の
表

情
や
行
動
か
ら
は
、
ど
ち
ら
も

福
井
県
内
単
会
間
新
入
会
員
交
流
事
業

「KIZUNA QUEST 

〜
７
つ
の
国
の
仲
間
探
し
〜
」

福
井
県
内
単
会
間
新
入
会
員
交
流
事
業

「KIZUNA QUEST 

〜
７
つ
の
国
の
仲
間
探
し
〜
」

人
が
集
ま
る
よ
う
な
仕
掛
け
も
自
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

会
社
に
し
て
い
く
変
革
の
難
し
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
と
て

も
リ
ア
ル
に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
に
貢
献

し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
事
で
自
企
業
の
発
展
を
持
続
的
に

行
っ
て
い
る
河
田
社
長
か
ら
は
自
企
業
だ
け
で
な
く
青
年

部
活
動
と
し
て
も
多
く
の
学
び
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
例
会

終
了
後
も
河
田
社
長
の
周
り
に
は
最
後
ま
で
た
く
さ
ん
の

人
と
お
話
し
を
さ
れ
、
会
員
の
学
び
と
出
会
い
が
多
く
詰

ま
っ
た
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

3
組
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
10
月
例
会
を
懸
け
た

プ
レ
ゼ
ン
例
会
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
新
た

な
挑
戦
的
な
例
会
で
し
た
が
3
組
の
プ
レ
ゼ
ン
は
ど
れ
も

良
い
プ
レ
ゼ
ン
で
、
ど
の
内
容
で
も
素
晴
ら
し
い
例
会
に

な
る
と
思
え
た
内
容
で
し
た
。
運
営
面
で
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
開
催
か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
に
切
り
替
わ
り
プ
ロ
レ
ス
と
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
演
出
を
行
い
、
携

わ
る
会
員
が
楽
し
ん
で
自
分
を
表
現
で
き
た
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
と
っ
て
新
し
い
例
会
の
形
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

8
月

　
 例

　
　会

応
募
型
ト
ラ
イ・ド
ゥ
事
業
〜
新
た
な
会
の
あ
り
方
に
向
け
て
〜

8
月

　
 例

　
　会

応
募
型
ト
ラ
イ・ド
ゥ
事
業
〜
新
た
な
会
の
あ
り
方
に
向
け
て
〜

令和3年度 令和3年度 活動報告活動報告

　

令
和
3
年
９
月
22
日
に
、「
Ｍ
Ｑ
会
計
を
通
じ
て
戦
略

的
に
経
営
力
を
高
め
よ
う
」
を
国
際
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し

ま
し
た
。
自
企
業
の
経
済
的
豊
か
さ
（
し
た
た
か
に
儲
け

る
）
た
め
に
必
要
と
な
る
Ｍ
Ｑ
会
計
と
い
う
戦
略
的
な
会

計
を
学
ぶ
た
め
に
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会

社
谷
川
社
長
に
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
演

で
は
財
務
諸
表
や
損
益
分
岐
点
売
上
高
を
た
だ
見
て
い
る

だ
け
で
は
意
味
が
な
く
、
Ｍ
Ｑ
会
計
の
視
点
（
販
売
単

価
・
変
動
原
価
・
販
売
数
量
・
固
定
費
・
利
益
）
か
ら
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
立
て
れ
ば
し
っ
か
り
と
利

益
が
で
る
の
か
と
い
う
事
を

学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
例
会

後
に
参
加
希
望
者
を
募
り
、

Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
の
み
で
、
Ｍ
Ｇ

研
修
と
い
う
2
日
間
の
体
験

型
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て

値
決
め
・
数
量
な
ど
の
戦
略

を
事
前
に
考
え
、
自
身
で
決

9
月

　
 例

　
　会

9
月

　
 例

　
　会
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令
和
3
年
11
月
24
日
に
、「
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部

ビ
ジ
ネ
ス
書
大
賞
2
０
２
１
～
本
を
通
し
て
楽
し
く
学

び
、
視
野
を
広
げ
、
と
も
に
自
己
研
鑽
し
よ
う
」
を
福
井

商
工
会
議
所
国
際
ホ
ー
ル
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。“
永

続
企
業
に
な
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る
本
”
を
テ
ー

マ
に
、
本
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
さ
ん
に

10
冊
の
選
書
を
お
願
い
し
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に
読
ん
で

も
ら
っ
て
レ
ビ
ュ
ー
と
点
数
付
け
を
行
い
、
大
賞
の
本
を

選
定
。
例
会
当
日
は
、
そ
の
選
書
し
た
10
冊
の
本
に
対
し

て
1
人
1
冊
4
分
間
で
自

身
の
体
験
や
感
想
を
プ

レ
ゼ
ン
す
る
“
Ｂ
ｏ
ｏ

ｋ 

Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｅ
ｗ 

Ｆ
ｉ

ｇ
ｈ
ｔ
”
を
行
い
ま
し

た
。
各
プ
レ
ゼ
ン
終
了
後

に
伝
説
の
経
営
者
に
扮
し

た
会
員
3
名
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
や
本
の
好
評
を
行
う
こ

と
で
、
会
員
同
士
で
本
を

楽
し
ん
で
も
ら
う
例
会
と

な
り
ま
し
た
。
2
０
２
１

11
月

　
 例

　
　会

11
月

　
 例

　
　会

令和3年度 活動報告令和3年度 活動報告

大
い
に
達
成
で
き
た
こ
と
が
確

か
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
と
し
て
は
、
福
井

県
内
７
単
会
の
新
入
会
員
、
お

よ
び
入
会
歴
の
浅
い
会
員
を
主

な
対
象
と
し
て
、
自
己
Ｐ
Ｒ
と

マ
ッ
チ
ン
グ
を
主
体
と
し
た

ゲ
ー
ム
性
の
あ
る
ク
イ
ズ
形
式

の
交
流
会
を
実
施
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

単
な
る
自
己
紹
介
や
名
刺
交

換
で
は
な
く
、
自
身
の
趣
味
や
仕
事
に
関
す
る
豆
知
識
等

を
ク
イ
ズ
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
能
動
的
に
相
手
に
興
味

を
持
て
る
場
を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

つ
ま
り
、
絆
を
築
く
た
め
に
重
要
で
あ
る
「
お
互
い
の
こ

と
を
よ
く
知
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
一

緒
に
何
か
を
成
し
遂
げ
、
共
に
達
成
感
を
味
わ
う
機
会
」

の
両
方
を
一
つ
の
ゲ
ー
ム
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
山
奥
に
あ
る
廃
校
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
施

設
を
会
場
と
す
る
こ
と
で
非
現
実
的
な
空
間
を
演
出
し
、

会
議
室
の
よ
う
な
現
実
的
な
空
間
で
は
得
難
い
、
オ
ー
プ

ン
マ
イ
ン
ド
な
空
気
感
を
醸
成
で
き
た
こ
と
も
良
か
っ
た

点
で
す
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
も
参
加
者
の
満
足
度
は
非
常
に

高
く
、
皆
さ
ん
の
印
象
に
残
る
効
果
的
な
交
流
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

８
月
例
会
の
プ
レ
ゼ
ン
例
会
を
勝
ち
抜
い
た
例
会
と
し

て
開
催
さ
れ
、
パ
ネ
ラ
ー
に
米
良
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
直
前
会
長

と
久
保
田
県
連
会
長
を
招
き
、
実
体
験
や
経
験
談
を
話
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
家
庭
と
の
両
立
だ
け
で
な
く
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
と
の
向
き
合
い
方
な
ど
を
考
え
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
っ
た

例
会
で
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
家
族
か
ら
の
忌
憚

な
い
意
見
を
い
た
だ
け
た
の
も
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
多
田
君
か
ら
は
、『
制
約
な
く
、
や

り
た
い
こ
と
を
自
由
に
例
会
構
築
で
き
る
の
は
大
変
で
は

あ
る
も
の
の
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
例
会

を
き
っ
か
け
に
次
年
度
以
降
、
本
事
業
を
や
っ
て
み
た
い

人
が
増
え
る
こ
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
役
員
未
経

験
者
が
担
当
と
な
る
場
合
は
、
フ
ォ
ロ
ー
体
制
を
し
っ
か

り
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
』
と
例
会
を
終
え
て

感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
の
皆
さ
ん
は
家
族
を
大

切
に
し
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
関
わ
る
こ
と
で
、
ど
ち
ら
も
よ
り
充
実

す
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

10
月

　
 例

　
　会

10
月

　
 例

　
　会
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を
お
招
き
し
、
自
身
の
会
社
で

行
っ
て
き
た
Ｄ
Ｘ
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ア
ド

レ
ス
化
に
向
け
て
実
践
し
た
事

や
社
員
か
ら
の
抵
抗
の
話
、
社

内
風
土
を
良
く
す
る
対
策
、
自

企
業
以
外
に
も
Ｄ
Ｘ
を
広
げ
て

い
く
活
動
や
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
な
ど
多
く
の
要
素

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
後
半
で
は
福
井
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
員
2
名
と
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
会
員
か

ら
の
質
問
に
答
え
る
形
を
と
っ
て
、
よ
り
会
員
に
と
っ
て

も
身
近
で
リ
ア
ル
な
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

例
会
を
通
し
て
、
Ｄ
Ｘ
は
難
し
い
の
で
な
い
か
？
遠
い
存

在
で
は
な
い
か
？
と
い
う
認
識
か
ら
、
誰
で
も
で
き
る
、

一
歩
踏
み
出
す
き
っ
か
け
に
な
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
例
会
で
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
協
動
し
考
え
る
福
井

の
近
未
来
」
と
題
し
、
福
井
出
身
の
美
術
家
「
長
坂
真

護
」
さ
ん
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
公
認
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
「
河

上
伸
之
輔
」
さ
ん
を
お
招
き
し
、
一
般
参
加
の
子
ど
も
た

ち
を
交
え
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
を
根
底
と
し
て
、
自
分

た
ち
が
こ
れ
か
ら
地
域
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
企
業
活
動

や
学
習
を
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
を
考
え
る
例
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

配
信
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
以
外
に
５
０
名
も
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
有
意
義
な
例
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

例
会
で
は
参
加
し
た
一
般
の
小
中
学
生
か
ら
の
質
問
も

多
く
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る
関

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
協
動
し
考
え
る
福
井
の
近
未
来

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
協
動
し
考
え
る
福
井
の
近
未
来

2
月
2
月

令和3年度 令和3年度 活動報告活動報告

年
の
ビ
ジ
ネ
ス
書
大
賞
は
レ
ビ
ュ
ー
・
プ
レ
ゼ
ン
共
に
、

2
０
４
０
年
の
未
来
予
測
（
成
毛
眞
著
）
が
大
賞
と
な

り
、
北
出
慎
吾
会
員
が
プ
レ
ゼ
ン
大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
様
子
は
、
福
井
新
聞
・
読
売
新
聞
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
県
立
図
書
館
・
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
さ
ん
に
も
ビ
ジ

ネ
ス
書
大
賞
を
展
示
し
て
も
ら
い
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
広
く

世
間
に
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
総
会
で
は
次
年
度
会
長
予
定
者
の
山
田
君
の

Everybody Can D
o 

～
繋
が
り
、
紡
ぎ
、
織
り
な
す

ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
れ
～
の
基
本
方
針
と
所
信
表
明
が
発
表
さ

れ
、
12
月
例
会
未
来
を
考
え
る
時
間
で
は
次
年
度
に
向
け

て
会
員
全
体
で
話
す
よ
い
例
会
を
構
築
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

令
和
４
年
１
月
26
日
に
、「
新
春
特
別
例
会
～
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
会
長
か
ら
学
ぶ
！
中
小
企
業
が
で
き
る
画
期
的
な
Ｄ

Ｘ
～
」
を
完
全
オ
ン
ラ
イ

ン
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。

例
会
開
催
前
に
福
井
商
工

会
議
所
八
木
会
頭
か
ら

“
Ｄ
Ｘ
は
会
社
の
棚
卸
で
あ

る
”
と
い
う
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

講
師
と
し
て
、
日
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
会
長
で
も
あ
る
株
式
会

社
イ
ワ
サ
キ
経
営
の
代
表

取
締
役
社
長
の
吉
川
社
長

12
月

　定
期
総
会
・
例
会

12
月

　定
期
総
会
・
例
会

１
月
　
 例

　
　
会

１
月
　
 例

　
　
会

心
の
高
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
会
員
も
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
が
こ
れ
か
ら
の
企
業
活
動
に
と
っ
て
重

要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
2
回
の
例
会
は
い
ず
れ
も
外
部
の
方
を
招
い
て
の

事
業
と
な
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
中
だ
け
で
は
聞
く
こ
と
の
で
き

な
い
意
見
や
考
え
、
思
い
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で
ま
し

た
。

　

こ
の
6
月
と
2
月
の
例
会
で
得
ら
れ
た
成
果
を
、
今
後

の
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
や
、
会
の
活
動
に
活
か

せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
「
２
月
例
会
ふ
く
い
冬
ま
つ
り
」
は
、
福
井
の
冬
の
風

物
詩
の
一
つ
で
あ
る
“
水
よ
う
か
ん
”
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ

て
て
開
催
し
ま
し
た
。
水
よ
う
か
ん
を
冬
に
食
べ
る
文
化

は
福
井
独
特
の
食
文
化
で
す
が
、
外
部
団
体
と
の
協
力
・

協
動
に
よ
り
、
水
よ
う
か
ん
を
食
べ
る
こ
と
以
外
で
も
魅

力
を
再
発
見
で
き
る
企
画
内
容
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

2
月

　
 例

　
　会

2
月

　
 例

　
　会
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令和3年度 活動報告令和3年度 活動報告

　

会
員
手
帳
作
成
、
Ｈ
Ｐ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ

活
動
の
情
報
発
信
・
管
理
、
名
札
作
成
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
年
賀

状
、
祈
祷
会
の
手
配
、
卒
業
生
幟
旗
作
成
、
会
報
作
成
、

ゆ
る
ゆ
るyoutube  

Ｙ
Ｅ
Ｇ
企
業
で
○
○
や
っ
て
み
た
、

1
月
例
会
並
び
に
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
単
会
交
流
事
業
の
全

体
管
理
、
各
種
大
会
の
連
絡
、
各
委
員
会
か
ら
上
程
書
類

の
意
見
出
し
、
執
行
部
会
・
役
員
会
の
設
え
の
手
配
、
懇

親
会
の
手
配
、
年
間
の
予
算
管
理
、
総
会
資
料
の
作
成
、

事
務
手
続
き
の
手
配
と
会
員
へ
の
連
絡
。

　
「
福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
祭
り
参
画
事
業
」
は
職
務
分
掌

に
も
あ
る
「
ア
ー
ト
文
化
を
根
付
か
せ
る
た
め
の
企
画
」

と
し
て
、
親
会
の
企
画
で
あ
る
「
民
踊
」
に
青
年
部
と
し

て
も
関
わ
り
、
民
踊
文
化
が
よ
り
一
層
県
民
に
根
付
く
一

助
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
「
ウ
ォ
ー
タ
ー

リ
ゾ
ー
ト
パ
ー
ク
２
０
２
１
」
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

事
業
並
び
に
そ
の
他
活
動

事
業
並
び
に
そ
の
他
活
動

福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
祭
り
参
画
事
業

福
井
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
祭
り
参
画
事
業

心
に
残
る
夏
祭
り
を
企
画
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
直

前
に
な
り
中
止
に
。

　

準
備
を
し
て
も
中
止
に
な
っ
て
し
ま
う
経
験
か
ら

“
し
っ
か
り
と
残
る
事
業
”
も
構
築
し
た
い
と
、
前
年
度

の
「
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
観
光
ア
プ
リ
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

事
業
を
追
加
で
実
施
し
ま
し
た
。
福
井
駅
か
ら
４
キ
ロ
圏

内
の
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
な
げ
る
ま
ち
歩
き
の
コ
ー
ス
を
追
加

し
、
ガ
チ
ャ
機
能
や
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
レ
ビ
ュ
ー
機

能
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
公
式Instagram

へ
の
連
動
な
ど
、
よ

り
使
い
や
す
い
ア
プ
リ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

通
年
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
講
師
を
務
め
た
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
授
業
構
築
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
会
員
も
お

り
、
授
業
構
築
や
実
際
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
を
通
し

て
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
の
楽
し
さ
を
改
め
て
実
感
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
事
業

ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
事
業



　

天
野
会
長
が
年
度
初
め
に
表
敬
訪
問
先
で
先
走
っ
て
、
冬
に
水
よ
う
か
ん
祭
り
を
開
催
す
る
と
い
う
発

言
を
し
た
こ
と
も
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
笑
）
が
、
事
の
発
端
は
私
の
ア
イ
デ
ア
だ
っ
た
こ
と
を
こ

こ
で
告
白
し
て
お
き
ま
す
。
上
田
委
員
長
に
は
早
々
に
同
調
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
委
員
会
で

も
水
よ
う
か
ん
祭
り
な
ん
て
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
や
る
必
要
性
を
感
じ
な
い
と
の
意
見
が
で
て
い
ま
し
た
よ
ね
。

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
で
さ
え
、
福
井
の
水
よ
う
か
ん
文
化
の
凄
さ
や
魅
力
を
知
ら
な
い
の
か
と
感
じ
た

瞬
間
で
し
た
。
実
際
、
水
よ
う
か
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
当
て
て
例
会
を
や
り
終
え
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

福
井
の
水
よ
う
か
ん
、
意
外
と
奥
深
く
な
か
っ
た
で
す
か
。
魅
力
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
福
井
の
宝
だ
と

思
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

福
井
伝
統
工
芸
ア
イ
ド
ル
が
歌
う
水
よ
う
か
ん
の
歌
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
水
よ
う
か
ん
～
箱
推
し
で
お
願
い
」
は

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
作
っ
た
歌
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
水
よ
う
か
ん
の
季
節
に
な
る
と

福
井
県
内
の
各
所
で
流
れ
ま
す
。
第
二
の
お
さ
か
な
天
国
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
つ
く
っ

た
ん
だ
と
自
慢
し
て
く
だ
さ
い
（
笑
）。
夏
祭
り
で
実
現
で
き
な
か
っ
た
「
ア
ー
ト
文
化
を
根

付
か
せ
る
た
め
の
事
業
」
は
、
水
よ
う
か
ん
の
歌
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
コ
ン
テ
ン
ツ
で
福
井

の
水
よ
う
か
ん
文
化
を
発
信
し
、
根
付
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
委
員
会
の

皆
様
に
は
私
の
“
や
り
た
い
こ
と
”
に
お
付
き
合
い
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
最
初
で

最
後
の
副
会
長
が
Ｂ

ｕ
ｚ
ｚ
ま
ち
⤴
委
員

会
の
担
当
で
よ
か
っ

た
で
す
。

Ｐ
Ｓ
：【Buzzm

achi

⤴
パ
ン
ツ
】
は
擦
り

切
れ
る
ま
で
履
き
つ

ぶ
し
て
く
だ
さ
い
ね

（
笑
）

「
宮
田
の
告
白
」

委　員　会　特　集
Ｂｕｚｚまち⤴⤴委員会

　

令
和
３
年
度
キ
ャ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

の
主
な
活
動
は
、
通
年
ア
ン
ト
レ
・
キ
ッ
ズ
事

業
と
２
回
（
６
月
、
２
月
）
の
例
会
と
な
り
ま

し
た
。
キ
ャ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
は
、
そ

の
名
の
と
お
り
一
年
を
か
け
て
新
し
い
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
模
索
す
る
委
員
会
活
動
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
６
月
、２
月
と
２
回
の
例
会
で
は
、

会
員
だ
け
で
な
く
外
部
か
ら
ゲ
ス
ト
を
招
き
、

積
極
的
に
外
部
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、
新
た
な

知
見
や
学
び
を
委
員
会
メ
ン
バ
ー
自
身
が
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
例
会
で
お
呼
び
し
た
ゲ
ス
ト
の
方
々

は
、
こ
れ
ま
で
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
で
得
ら
れ
た
ご

縁
を
き
っ
か
け
に
し
て
の
お
招
き
だ
っ
た
の

で
、
今
後
も
一
つ
一
つ
の
縁
を
大
切
に
活
動
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す

委　員　会　特　集
キャリフロンティア委員会
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＜

き
っ
か
け
と
ノ
ミ
ネ
ー
ト
本
選
定
の
経
緯＞

　

永
続
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
の
中
で
様
々
な
案
が
飛
び
交
う
中
で
、
11
月
例
会
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
黒
川
副
委
員
長
が
面
白
い
と
企
画
だ
と
思
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
ス
タ
ー
ト
し
、
み
そ
屋
大
賞
で
有
名
な
米
五
の
多
田
さ
ん
に
も
企
画

の
監
修
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
本
の
選
書
は
、“
企
画
す
る
我
々
も
新
し
い

本
と
出
会
い
た
い
よ
ね
”
と
の
事
か
ら
、
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
Ｕ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
＆
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
の
大
連
・
西
村
社
長
の

お
二
人
に
お
願
い
し
“
永
続
企
業
に
な
る
た
め
の
ヒ

ン
ト
を
得
ら
れ
る
本
”
を
10
冊
選
定
い
た
だ
き
ノ
ミ

ネ
ー
ト
本
が
決
定
し
ま
し
た
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
に

も
良
質
な
本
を
読
ん
で
も
ら
い
た
く
、
30
冊
の
本
を

購
入
し
会
員
に
レ
ビ
ュ
ー
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
員
の
中
に
は
10
冊
全
部
読
ん
だ
方
が
数
名
い

て
、「
最
近
本
を
読
ま
な
く
な
っ
て
い
た
か
ら
こ
れ

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
会
員
も

い
ま
し
た
。

＜

例
会
ま
で
の
準
備
・
構
築＞

　

本
を
お
渡
し
し
た
方
か
ら
、
11
月
例
会
で
本
を
熱
く
プ
レ
ゼ
ン
し
て
も
ら
う

方
を
選
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
例
会
を
ど
う
や
っ
た
ら
会
員
に
楽
し
ん

で
聞
い
て
も
ら
え
る
か
を
永
続
の
竹
内
さ
ん
、
熱
盛
の
増
田
委
員
長
、
司
会
を

担
当
し
て
く
れ
た
中
野
さ
ん
・
木
村
さ
ん
で
色
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
“
会
員
に
伝
説
の
経
営
者
に
扮
し
て
も
ら
い
、
モ
ノ
マ
ネ

を
し
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
う
の
は
面
白
そ
う
だ
“
と
い
う
意
見
が
出
て
、

満
場
一
致
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
中
野
さ
ん
に
”
最
高
の
上
司
“
と
し

て
名
高
い
フ
リ
ー
ザ
様
の
コ
ス
プ
レ
も
依
頼
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、例
会
前
に
一
度
プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
方
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、リ
ハ
ー

サ
ル
を
行
っ
て
、
例
会
の
練
度
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。

＜

例
会
本
番
と
そ
の
後＞

　

例
会
本
番
は
10
名
の
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
が
自
身
の
経
験
や
本
を
通
じ
て
感
じ
た

事
を
プ
レ
ゼ
ン
。
伝
説
の
経
営
者
に
扮
し
た
五
十
嵐
・
宮
田
・
佐
々
木
会
員
の

面
白
く
鋭
い
コ
メ
ン
ト
も
飛
び
出
し
、
会
員
の
笑
い
と
と
も
に
学
び
の
多
い
例

会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
例
会
当
日
は
読
売
新
聞
・
福
井
新
聞
の
方
が
取
材

に
来
て
い
た
だ
き
、
新
聞
の
一
面
を
大
き
く
飾
り
ま
し
た
。
更
に
、
Ｆ
Ｍ
福
井

の
ラ
ジ
オ
番
組
に
も
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
数
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
立
図
書
館
と
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
の
ブ
ー
ス
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
書

大
賞
の
展
示
を
し
て
い
た
だ
き
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に
つ
い
て
、
広
く
知
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

後
日
、
よ
り
深
く
本
を
語
り
合
い
た
い
方
を
対
象
と
し
て
“
人
生
に
影
響
を

与
え
た
一
冊
”と
し
て
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ
に
て
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
行
い
ま
し
た
。

全
部
で
８
冊
の
本
が
紹
介
さ
れ
、
黒
川
さ
ん
の
「
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
30
年
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

と
て
も
楽
し
く
、
広
く
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
知
っ
て
も
ら
う
例
会
が
構
築
で
き
ま

し
た
。
改
め
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

委　員　会　特　集
永続サポート委員会

令
和
３
年
11
月
24
日
に
、「
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
書
大
賞
２
０
２
１
～
本
を
通
し
て
楽
し
く
学
び
、

視
野
を
広
げ
、
と
も
に
自
己
研
鑽
し
よ
う
」
と
い
う
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

フォーカル・ポイント
ブライアントレーシー【著】，本田直之
【監訳】，片山奈緒美【訳】

作：オトフリート・プロイスラー
絵：ウィニー・ガイラ
訳：大塚勇三

ソフトバンククリエイティブ スティーブン・R・コヴィー著
ジェームス・スギナー 川⻄茂/訳

バカの壁
養老孟司

男の作法
池波正太郎

人を動かす
D・カーネギー

IE問題の基礎
川瀬武志

小前田宙さん 田中日奈子さん ⿊川照大さん 天野 準一さん

竹内亨さん 木瀬將盛さん 小寺洋太郎さん 石間光太郎さん

”人生に影響を与えた一冊”

人生をシンプルにして生産性をあげる。
やらない事を決める事の大事さが学べる

気づけば何度も読み返し、人生の隣に寄り
添っている本

300年先を見るには300年前を見る必要があ
る。今後人間の脳を超えるチップができる。
その中のソフトバンクのビジョン

人格を磨くための具体的な習慣(行動指
針・思考指針)を示されている本。実践を
心がけている

いつの間にか人間は思考停止(考えない
壁）を作っている。モノの考え方に影響を
与えてくれた

当時の素敵な男性の作法とは(天ぷらは親
の仇かという勢いで食え）が書かれている。

スランプの時に成功している方が読んでい
た本。その後7回読み直している

トヨタ生産方式のように日本が世界に誇れ
る強いものづくりを実現するための思考法
の要素が詰まっている
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●
委
員
会
名
の
由
来

●
委
員
会
名
の
由
来

　

森　

：

　

森　

：  

皆
さ
ん
、
１
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
ま
だ
３
月
例
会
は
終
わ
っ

皆
さ
ん
、
１
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！
ま
だ
３
月
例
会
は
終
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
が
。
笑
（
※
座
談
会
は
２
月
７
日
開
催
）
で
も
本
当
に

て
い
ま
せ
ん
が
。
笑
（
※
座
談
会
は
２
月
７
日
開
催
）
で
も
本
当
に

文
字
通
り“
熱
く
盛
り
上
が
る“
委
員
会
に
な
っ
た
な
と
思
い
ま
す
！

文
字
通
り“
熱
く
盛
り
上
が
る“
委
員
会
に
な
っ
た
な
と
思
い
ま
す
！

委
員
会
名
す
ご
く
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
ど
う

委
員
会
名
す
ご
く
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
ど
う

い
う
経
緯
で
「
熱
盛
委
員
会
」
と
い
う
委
員
会
名
に
な
っ
た
の
で
す

い
う
経
緯
で
「
熱
盛
委
員
会
」
と
い
う
委
員
会
名
に
な
っ
た
の
で
す

か
？
か
？

増　

田
：

増　

田
：  

経
験
上
、
何
か
名
前
を
決
め
る
時
は
、
思
い
浮
か
ん
だ
言
葉
の
２
～

経
験
上
、
何
か
名
前
を
決
め
る
時
は
、
思
い
浮
か
ん
だ
言
葉
の
２
～

３
個
先
に
答
え
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
。
な
の
で
、
み
ん
な
で
連
想

３
個
先
に
答
え
が
あ
る
と
思
っ
て
い
て
。
な
の
で
、
み
ん
な
で
連
想

ゲ
ー
ム
を
し
て
み
ま
し
た
！

ゲ
ー
ム
を
し
て
み
ま
し
た
！

山　

岸
：

山　

岸
：  

商
工
会
議
所
か
ら
の
帰
り
、
ご
飯
で
も
食
べ
な
が
ら
決
め
よ
う
と
言

商
工
会
議
所
か
ら
の
帰
り
、
ご
飯
で
も
食
べ
な
が
ら
決
め
よ
う
と
言

う
の
で
ラ
ー
メ
ン
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
ら
、
辿
り
着
い
た
の
は
な
ぜ

う
の
で
ラ
ー
メ
ン
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
ら
、
辿
り
着
い
た
の
は
な
ぜ

か
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
の
「
く
・
く
・
る
」。
笑　

そ
こ
か
ら
２
時

か
お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
の
「
く
・
く
・
る
」。
笑　

そ
こ
か
ら
２
時

間
く
ら
い
真
剣
に
議
論
し
ま
し
た
！

間
く
ら
い
真
剣
に
議
論
し
ま
し
た
！

　

森　

：

　

森　

：  

飲
み
な
が
ら
連
想
ゲ
ー
ム
で
決
ま
っ
た
と
は
…
熱
盛
ら
し
く
て
安
心

飲
み
な
が
ら
連
想
ゲ
ー
ム
で
決
ま
っ
た
と
は
…
熱
盛
ら
し
く
て
安
心

し
ま
し
た
。
笑　

ち
な
み
に
他
に
は
ど
ん
な
候
補
が
出
て
い
ま
し
た

し
ま
し
た
。
笑　

ち
な
み
に
他
に
は
ど
ん
な
候
補
が
出
て
い
ま
し
た

か
？
か
？

久
保
田
：

久
保
田
：  

委
員
会
と
い
え
ば
で
、“
平
成
教
育
委
員
会
”
と
か
。
名
前
に
委
員

委
員
会
と
い
え
ば
で
、“
平
成
教
育
委
員
会
”
と
か
。
名
前
に
委
員

会
っ
て
無
く
て
も
良
く
な
い
？
っ
て
こ
と
で“

会
っ
て
無
く
て
も
良
く
な
い
？
っ
て
こ
と
で“T

he
T

he

〇
〇
ズ
”と
か
。

〇
〇
ズ
”と
か
。

笑笑

増　

田
：

増　

田
：  

熱
盛
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
内
海
さ
ん
が
出
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

熱
盛
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
内
海
さ
ん
が
出
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

内　

海
：

内　

海
：  

好
き
放
題
言
っ
て
い
た
の
で
、“
大
盛
つ
ゆ
だ
く
委
員
会
”
と
か
が

好
き
放
題
言
っ
て
い
た
の
で
、“
大
盛
つ
ゆ
だ
く
委
員
会
”
と
か
が

出
て
い
て
。
笑　

そ
こ
か
ら
連
想
し
て
の
『
熱
盛
』
で
し
た
！
熱
く

出
て
い
て
。
笑　

そ
こ
か
ら
連
想
し
て
の
『
熱
盛
』
で
し
た
！
熱
く

盛
り
上
が
る
委
員
会
っ
て
い
い
な
ぁ
と
。

盛
り
上
が
る
委
員
会
っ
て
い
い
な
ぁ
と
。

　

森　

：

　

森　

：  

い
ろ
ん
な
意
味
で
、
熱
盛
委
員
会
に
な
っ
て
ほ
ん
と
に
良
か
っ
た
で

い
ろ
ん
な
意
味
で
、
熱
盛
委
員
会
に
な
っ
て
ほ
ん
と
に
良
か
っ
た
で

すす
^^;;^^;;
笑笑

久
保
田
：

久
保
田
：  

委
員
会
名
が
決
ま
っ
て
す
ぐ
に
、
み
ん
な

委
員
会
名
が
決
ま
っ
て
す
ぐ
に
、
み
ん
なLIN

E
LIN

E

の
熱
盛
ス
タ
ン
プ

の
熱
盛
ス
タ
ン
プ

買
い
ま
し
た
よ
ね
。

買
い
ま
し
た
よ
ね
。

山　

岸
：

山　

岸
：  

突
然
声
が
出
る
か
ら
び
っ
く
り
す
る
ん
で
す
よ
あ
の
ス
タ
ン
プ
。

突
然
声
が
出
る
か
ら
び
っ
く
り
す
る
ん
で
す
よ
あ
の
ス
タ
ン
プ
。

●
熱
盛
ハ
イ
ラ
イ
ト

●
熱
盛
ハ
イ
ラ
イ
ト

　

森　

：

　

森　

：  

で
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
一
番
熱
盛
だ
っ
た
と
思
え
る
出
来
事
は
な

で
は
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
一
番
熱
盛
だ
っ
た
と
思
え
る
出
来
事
は
な

ん
で
す
か
？

ん
で
す
か
？

山　

岸
：

山　

岸
：  

僕
の
熱
盛
は
、
一
年
通
し
て
「
月
刊
熱
盛
」
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ

僕
の
熱
盛
は
、
一
年
通
し
て
「
月
刊
熱
盛
」
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
で
す
。
新
入
会
員
の
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
を
紹
介
す
る
記

た
こ
と
で
す
。
新
入
会
員
の
メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
を
紹
介
す
る
記

事
を
書
く
過
程
で
、
み
ん
な
と
深
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

事
を
書
く
過
程
で
、
み
ん
な
と
深
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
が
で
き
、
お
互
い
の
こ
と
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
と
が
で
き
、
お
互
い
の
こ
と
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

森　

：

　

森　

：  

読
み
手
側
か
ら
し
て
も「
月
刊
熱
盛
」は
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
！

読
み
手
側
か
ら
し
て
も「
月
刊
熱
盛
」は
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
！

多
く
の
会
員
か
ら
も
好
評
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。
山
岸
副
委
員
長
は

多
く
の
会
員
か
ら
も
好
評
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。
山
岸
副
委
員
長
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、

メ
ン
バ
ー
の
絆
を
深
め
る
仕
掛
け
づ
く
り
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思

メ
ン
バ
ー
の
絆
を
深
め
る
仕
掛
け
づ
く
り
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

山　

岸
：

山　

岸
：  

み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
欲

み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
欲

し
が
り
な
の
で
。
笑　

自
分
と
し
て
は
単
に
好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ

し
が
り
な
の
で
。
笑　

自
分
と
し
て
は
単
に
好
き
な
こ
と
を
や
ら
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
、
み
ん
な
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い

て
も
ら
っ
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
、
み
ん
な
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い

る
な
と
心
か
ら
感
じ
ら
れ
る
と
て
も
楽
し
い
委
員
会
で
し
た
。

る
な
と
心
か
ら
感
じ
ら
れ
る
と
て
も
楽
し
い
委
員
会
で
し
た
。

久
保
田
：

久
保
田
：  

僕
の
熱
盛
は
、
初
め
て
副
委
員
長
と
し
て
事
業
を
担
当
し
た

僕
の
熱
盛
は
、
初
め
て
副
委
員
長
と
し
て
事
業
を
担
当
し
た
1010
月
事
月
事

業
「
県
内
他
単
会
新
入
会
員
交
流
事
業
～

業
「
県
内
他
単
会
新
入
会
員
交
流
事
業
～K

IZU
N

A
 Q

U
EST

K
IZU

N
A

 Q
U

EST

～
」
～
」

で
す
。
事
業
を
通
し
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
絆
が
と
て
も
深
ま
っ
た

で
す
。
事
業
を
通
し
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
絆
が
と
て
も
深
ま
っ
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
県
連
の
皆
さ
ん

と
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
県
連
の
皆
さ
ん

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
け
た
こ
と
も
と
て
も

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
け
た
こ
と
も
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

嬉
し
か
っ
た
で
す
。

増　

田
：

増　

田
：  
久
保
田
副
委
員
長
は
人
前
で
話
す
の
が
苦
手
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た

久
保
田
副
委
員
長
は
人
前
で
話
す
の
が
苦
手
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
事
業
を
通
し
て
と
て
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

が
、
事
業
を
通
し
て
と
て
も
上
手
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

　

森　

：

　

森　

：  

役
員
会
前
に
は
、公
民
館
を
借
り
て
上
程
の
練
習
も
し
ま
し
た
よ
ね
！

役
員
会
前
に
は
、公
民
館
を
借
り
て
上
程
の
練
習
も
し
ま
し
た
よ
ね
！

委　員　会　特　集
熱盛委員会

『
熱
盛
！
役
員
メ
ン
バ
ー
座
談
会
』

　

こ
の
１
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
森
副
会
長
か
ら
熱
盛
委
員
会
の
役
員
メ
ン
バ
ー
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

　

熱
盛
委
員
会
に
懸
け
た
想
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
！

特集特集
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増　

田
：

増　

田
：  

最
近
は
ア
イ
デ
ィ
ア
一
つ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
産
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
由
業

最
近
は
ア
イ
デ
ィ
ア
一
つ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
産
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
由
業

の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
所
属

の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
所
属

し
て
い
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
わ
り
方
、
多
様
な
あ

し
て
い
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
関
わ
り
方
、
多
様
な
あ

り
方
を
認
め
て
い
け
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

り
方
を
認
め
て
い
け
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

み
ん
な
の
委
員
長
に
な
れ
て
幸
せ
で
し
た
！
！

　
　
　
　

み
ん
な
の
委
員
長
に
な
れ
て
幸
せ
で
し
た
！
！

　

森　

：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

森　

：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
　
　

※
写
真　
「
熱
盛
委
員
会
の
想
い
出
」
と
「
あ
ざ
と
系
男
子
久
保
田
」

　
　
　

※
写
真　
「
熱
盛
委
員
会
の
想
い
出
」
と
「
あ
ざ
と
系
男
子
久
保
田
」

久
保
田
：

久
保
田
：  

自
分
の
成
長
の
面
で
も
い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
分
の
成
長
の
面
で
も
い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

内　

海
：

内　

海
：  

委
員
会
や
事
業
以
外
で
も
交
流
の
場
を
持
て
た
こ
と
は
、
熱
盛
だ
っ

委
員
会
や
事
業
以
外
で
も
交
流
の
場
を
持
て
た
こ
と
は
、
熱
盛
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
飲
み
会
を
何
度
か
開
催
し
た
り
、
ゴ
ル

た
と
思
い
ま
す
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
飲
み
会
を
何
度
か
開
催
し
た
り
、
ゴ
ル

フ
好
き
な
メ
ン
バ
ー
で
熱
盛
杯
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
等
、
月
１
回
２

フ
好
き
な
メ
ン
バ
ー
で
熱
盛
杯
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
等
、
月
１
回
２

時
間
の
委
員
会
以
上
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
持
て
ま
し
た
。

時
間
の
委
員
会
以
上
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
を
持
て
ま
し
た
。

　

森　

：

　

森　

：  
そ
う
い
っ
た
活
動
も
、
高
い
委
員
会
出
席
率
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と

そ
う
い
っ
た
活
動
も
、
高
い
委
員
会
出
席
率
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

内　

海
：

内　

海
：  

委
員
会
も
事
業
も
例
会
も
、
全
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
作
り

委
員
会
も
事
業
も
例
会
も
、
全
て
委
員
会
メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
作
り

上
げ
て
い
っ
た
と
い
う
実
感
を
全
員
が
共
有
で
き
て
い
ま
す
。

上
げ
て
い
っ
た
と
い
う
実
感
を
全
員
が
共
有
で
き
て
い
ま
す
。

増　

田
：

増　

田
：  

１
年
間
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
表
情
が
変
わ
っ
て
い
く
、
お
互
い

１
年
間
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
表
情
が
変
わ
っ
て
い
く
、
お
互
い

の
距
離
が
近
付
い
て
い
く
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情

の
距
離
が
近
付
い
て
い
く
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
対
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感
情

を
表
現
す
る
、
そ
う
い
っ
た
変
化
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
と

を
表
現
す
る
、
そ
う
い
っ
た
変
化
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
み
ん
な
に
成
功
体
験
を
し
て
も

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
新
入
会
員
の
み
ん
な
に
成
功
体
験
を
し
て
も

ら
い
た
い
、や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ら
い
た
い
、や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

森　

：

　

森　

：  

副
委
員
長
人
事
の
時
も
、
ほ
ぼ
即
答
で
全
員
「
Ｏ
Ｋ
！
」
で
し
た
し

副
委
員
長
人
事
の
時
も
、
ほ
ぼ
即
答
で
全
員
「
Ｏ
Ｋ
！
」
で
し
た
し

ね
！
信
頼
の
お
け
る
メ
ン
バ
ー
で

ね
！
信
頼
の
お
け
る
メ
ン
バ
ー
で11

年
間
や
っ
て
こ
れ
た
こ
と
も
良

年
間
や
っ
て
こ
れ
た
こ
と
も
良

か
っ
た
で
す
ね
。

か
っ
た
で
す
ね
。

増　

田
：

増　

田
：  

副
委
員
長
が
積
極
的
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
姿
勢
を

副
委
員
長
が
積
極
的
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
楽
し
み
な
が
ら
活
動
す
る
姿
勢
を

見
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
新
入
会
員
に
と
て
も
良
い
影
響
を
与
え
て

見
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
新
入
会
員
に
と
て
も
良
い
影
響
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。

く
れ
ま
し
た
。

●
新
入
会
員
へ
の
エ
ー
ル

●
新
入
会
員
へ
の
エ
ー
ル

　

森　

：

　

森　

：  

で
は
最
後
に
、新
入
会
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
増
田
委
員
長
か
ら
エ
ー

で
は
最
後
に
、新
入
会
員
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
増
田
委
員
長
か
ら
エ
ー

ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

ル
を
お
願
い
し
ま
す
。

増　

田
：

増　

田
：  

同
期
が
で
き
る
と
い
う
経
験
、
し
か
も
職
種
も
違
え
ば
年
齢
も
異
な

同
期
が
で
き
る
と
い
う
経
験
、
し
か
も
職
種
も
違
え
ば
年
齢
も
異
な

る
仲
間
と
同
期
と
し
て
フ
ラ
ッ
ト
に
交
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

る
仲
間
と
同
期
と
し
て
フ
ラ
ッ
ト
に
交
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

経
験
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
絆
は
こ
れ

経
験
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
絆
は
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
濃
く
繋
が
り
続
け
ま
す
。
こ
の
絆
を
糧
に
、
こ
れ
か

か
ら
も
ず
っ
と
濃
く
繋
が
り
続
け
ま
す
。
こ
の
絆
を
糧
に
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
同
期
の
仲
間
と
共
に
こ
れ
か
ら

ら
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
同
期
の
仲
間
と
共
に
こ
れ
か
ら

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

森　

：

　

森　

：  

増
田
チ
ル
ド
レ
ン
で
す
ね
！
新
し
い
世
代
と
し
て
既
存
の
価
値
観
に

増
田
チ
ル
ド
レ
ン
で
す
ね
！
新
し
い
世
代
と
し
て
既
存
の
価
値
観
に

と
ら
わ
れ
ず
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

と
ら
わ
れ
ず
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
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特集特集

Y
o
u
 T
u
b
e
配
信
企
画

　
　
～
会
員
企
業
で
○
○
や
っ
て
み
た
編
～
　

委　員　会　特　集
専務特務室／総務委員会

　

こ
れ
ま
で
様
々
な
例
会
や
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま

し
た
が
、
純
粋
に
自
分
達
が
楽
し
む
と
い
う
こ
と
を

人
に
伝
播
す
る
事
業
で
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
会

員
を
巻
き
込
む
と
い
う
体
裁
で
、
自
分
達
が
や
り
た

い
事
を
会
員
企
業
の
皆
様
に
対
し
て
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

事
業
の
事
業
だ
と
い
う
印
籠
を
使
い
、
カ
メ
ラ
を
回

せ
ば
、
す
べ
て
上
手
く
行
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
作

り
上
げ
ら
れ
た
『
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
ゆ
る
ゆ
る
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
』
と
う
い
う
タ
イ
ト
ル
で 
強
固
に
進
め

ら
れ
た
事
業
で
す
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
登
録
者
を

増
や
す
た
め
に
様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で

き
、
ま
た
、
会
員
企
業
の
事
業
内
容
と
人
間
性
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
事
業
で
し
た
。
協
力
頂
い
た
会

員
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル

登
録
お
願
い
致
し
ま
す
。
現
在
、
会
員
数
よ
り
も
少

な
い
の
で
お
願
い
し
ま
す
。。
今
回
の
企
画
で
撮
影

し
た
動
画
と
そ
の
他
に
も
『
冬
ま
つ
り
』、『
24
時
間

例
会
』
の
動
画
等　

新
旧
の
動
画
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

し
て
い
い
ま
す
。

　

※ 

配
信
企
画
の
動
画
は
順
次
編
集
が
終
了
次
第

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
ま
す
。

ゆ
る
ゆ
る
Ｙ
ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

番
組
タ
イ
ト
ル

『
駄
菓
子1
0
,0
0
0

円
購
入
し
て
み
た
』

	

大
村
君
、
小
島
君
、
柳
川
さ
ん
、
山
内
君

『
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
受
け
て
み
た
』

	

中
野
君

『
水
族
館
の
展
示
品
を
釣
っ
て
み
よ
う
』

	

田
中
君
、
宮
田
さ
ん
、
石
間
君

『
最
強
の
洗
濯
』

	

佐
々
木
君

『
帰
れ
ぬ
８
番
ら
ー
め
ん
』

	

堀
江
君

『
全
国
の
お
雑
煮
食
べ
比
べ
』

	
森
君

『
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
返
礼
品
届
け
て
み
た
』

	

天
野
君　

竹
内
君　

山
内
君

『
み
ち
の
く
ら
ー
め
ん
道
』

	

山
村
君

　
　
　

そ
の
他
の
動
画
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
ま
す
。
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専
務
特
務
室
兼
総
務
委
員
会

　
　

 
専
務
・
委
員
長

竹
　
内
　
　
　
亨

　

今
年
度
、
私
は
役
割
を
果
た
す
事
が
出
来
た
の
だ
ろ
う

か
と
思
う
。
迷
う
事
な
く
自
問
自
答
し
た
訳
で
も
な
く
周

囲
に
迷
惑
を
掛
け
た
が
面
白
い
経
験
が
出
来
た
年
度
だ
っ

た
。
担
当
副
会
長
が
居
な
い
専
務
兼
総
務
委
員
長
と
い
う

役
職
は
賛
否
両
論
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
就
い
た
者

し
か
見
な
い
景
色
が
あ
っ
た
事
だ
け
は
伝
え
た
い
。
そ
し

て
優
秀
な
委
員
会
メ
ン
バ
―
か
ら
の
支
え
と
学
び
が
あ
っ

た
。

　

俊
ち
ゃ
ん
か
ら
は
『
心
と
芯
の
取
り
方
を
』

　

佐
藤
さ
ん
か
ら
は
『
伝
え
る
事
の
重
要
性
を
』

　

達
川
さ
ん
か
ら
は
『
人
に
対
す
る
道
理
を
』

　

辻
君
か
ら
は
『
誠
実
さ
の
大
切
さ
を
』

　

五
十
嵐
さ
ん
か
ら
は
『
見
極
め
る
力
を
』

　

堀
江
君
か
ら
は
『
対
話
の
重
要
性
を
』

　

清
水
君
か
ら
は
『
責
任
の
務
め
方
を
』

　

坂
口
さ
ん
か
ら
は
『
合
理
性
を
』

　

太
田
君
か
ら
は
『
気
配
り
す
る
事
の
大
切
を
』

　

天
野
会
長
か
ら
は
『
自
己
努
力
の
大
切
さ
を
』

を
無
知
な
私
を
支
え
学
ば
せ
て
頂
き
、
皆
様
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
年
度
も
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

永
続
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

　
　

 

委
員
長石

　
間
　
光
太
郎

　
“
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
を
永
続
企
業
に
す
る
”と
い
う
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
元
、
１
年
間
例
会
・
事
業
を
構
築
し
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
特
に
担
当
例
会
が
多
く
、
結
果
的
に
５
例

会
・
４
事
業
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な
り
、
毎
月

議
案
書
を
役
員
会
に
提
出
と
い
う
、
手
に
汗
握
る
日
々

だ
っ
た
の
を
思
い
返
し
ま
す
。
で
も
、
や
る
か
ら
に
は
メ

ン
バ
ー
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
委
員
会
ス
タ

ン
ス
は“
面
白
い
と
思
っ
た
事
を
や
ろ
う
・
お
互
い
サ
ポ
ー

ト
し
合
う
関
係
性
で
例
会
構
築
し
よ
う
”
に
し
ま
し
た
。

副
委
員
長
・
副
会
長
・
そ
し
て
委
員
会
に
協
力
し
て
く
れ

た
様
々
な
関
係
者
の
皆
様
が
、
本
当
に
快
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
た
お
か
げ
で
、正
直
、と
て
も
面
白
い
例
会
の
数
々

を
構
築
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
自
分
一
人
で
考
え
る
だ
け

で
は
絶
対
に
出
て
こ
な
い
ア
イ
デ
ィ
ア
の
数
々
に
触
れ
ら

れ
、
そ
れ
を
具
現
化
し
て
い
く
、
そ
し
て
終
わ
っ
た
時
に

飲
む
お
酒
の
楽
し
さ
を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
分
自

身
も
存
分
に
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
諦
め
な
く

て
よ
か
っ
た
で
す
。
皆
さ
ん
一
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

キ
ャ
リ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会

　
　

 

委
員
長大

　
矢
　
　
　
学

　

令
和
３
年
度
も
前
年
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
常

に
付
き
ま
と
う
１
年
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

当
初
に
委
員
会
で
掲
げ
た
【
キ
ャ
リ
ア
教
育
全
国
サ

ミ
ッ
ト
】
は
通
年
で
他
単
会
と
現
地
交
流
・
情
報
交
換
を

し
つ
つ
臨
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
と
ご
と
く
そ
の

チ
ャ
ン
ス
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。６
月
例
会『
故

郷
の
風
会
議
』
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
を
す
る
と
言
う
事

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
様
な
急
な
舵
取
り
を
難

な
く
こ
な
す
事
が
出
来
た
の
も
、経
験
豊
か
な
副
委
員
長
・

様
々
な
団
体
で
力
を
発
揮
し
て
き
た【
デ
キ
ル
】メ
ン
バ
ー

達
の
お
か
げ
で
し
た
。
ま
た
、
今
年
も
通
年
ア
ン
ト
レ
・

キ
ッ
ズ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
言
う
事
で
、
沢
山
の
委
員

会
外
メ
ン
バ
ー
の
力
も
貸
し
て
頂
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２
月
例
会
【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
協

動
し
考
え
る
福
井
の
近
未
来
】
も
３
連
休
の
土
曜
開
催
で

し
た
が
、50
人
以
上
の
子
供
た
ち
の
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
新
し
い
福
井
の
風
が
起
き
て
く
れ
た

ら
嬉
し
い
で
す
。
１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
3
年
度
委
員
長
コ
メ
ン
ト

令
和
3
年
度
委
員
長
コ
メ
ン
ト

１年間の振り返り１年間の振り返り
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五
十
嵐
　
嘉
　
紀

　

入
社
し
て
１
年
が
過
ぎ
た
頃
、
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
親
父
の
勧

め
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
し
ま
し
た
。
仕
事
の
ス
キ
ル
も
社
会

人
と
し
て
の
振
る
舞
い
も
未
熟
な
私
に
成
長
し
て
き
て
ほ

し
い
と
い
う
想
い
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
入
会
後
は
活
動

に
の
め
り
こ
み
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
当
時
の
先
輩
達
の

事
務
所
に
集
合
。
風
呂
も
入
ら
ず
、
部
活
動
の
如
く
顔
を

会
わ
せ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
か

ら
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
長
の
機
会
を
頂
い
た
時
に
ま
ず
考
え
た
の

は
「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
か
ら
仕
事
や
家
庭
で
経
験
で
き
な
い
こ

と
を
身
に
着
け
ら
れ
る
。
そ
れ
を
自
分
自
身
が
体
現
し
繋

げ
て
い
く
こ
と
」
で
し
た
。【
個
の
進
化
】【
組
織
の
進
化
】

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
の
進
化
】
の
３
つ
の
進
化
を
掲
げ
、
会

の
先
頭
に
立
ち
、
仲
間
と
共
に
走
り
抜
け
た
１
年
間
。
私

自
身
大
き
な
成
長
を
得
ら
れ
た
こ
の
１
年
が
次
代
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
へ
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
振
り

返
る
と
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
人
生
の
半
分
以
上
在
籍
し
ま
し
た
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
の
活
動
は
、
今
の
私
そ
の
も
の
で
す
。
25
年
も

の
長
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１年間の振り返り／卒業生の言葉１年間の振り返り／卒業生の言葉
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

熱
盛
委
員
会

　
　

 

委
員
長増

　
田
　
悠
　
二

　

事
業
構
築
を
通
し
て
絆
を
深
め
る
こ
と
、
そ
し
て
メ
ン

バ
ー
の
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
素
地
を
作
る
こ
と
を
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
、
新
入
会
員
委
員
会
に
て
１
年
間
委
員
長
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も
大
切
に
し
た
こ

と
が
「
多
様
性
の
受
容
」。
事
業
、
立
場
、
年
齢
な
ど
は

も
ち
ろ
ん
、
入
会
目
的
も
様
々
な
皆
さ
ん
の
フ
ラ
ッ
ト
で

良
質
な
交
流
を
促
す
た
め
、
事
業
構
築
の
手
法
に
ダ
イ
ア

ロ
グ
を
取
り
入
れ
例
会
を
構
築
。
自
身
の
体
験
か
ら
ア
イ

デ
ィ
ア
を
共
有
・
共
感
し
、
多
様
な
意
見
が
溶
け
合
い
な

が
ら
今
ま
で
に
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
が
生
み
出
さ
れ
る
過
程

を
、委
員
長
と
い
う
特
等
席
に
て
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
、

非
常
に
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

何
よ
り
、
こ
の
１
年
の
活
動
が
成
功
体
験
と
し
て
新
入

会
員
の
皆
さ
ん
の
心
に
留
ま
り
、
今
後
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に

お
い
て
の
原
動
力
と
な
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
委
員
長
冥
利
に

尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
委
員
会
運
営
に
あ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を

い
た
だ
い
た
副
委
員
長
の
皆
様
、
常
に
寄
り
添
っ
て
く
だ

さ
っ
た
森
副
会
長
に
感
謝
の
意
を
伝
え
た
い
で
す
。
熱 

盛
～
！！

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

Ｂ
ｕ
ｚ
ｚ
ま
ち
⤴
委
員
会

　
　

 

委
員
長上

　
田
　
敬
　
士

　
『
み
ん
な
あ
り
が
と
う
』

令
和
３
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
、
私
は
初
め
て

の
委
員
長
と
い
う
こ
と
で
『
や
っ
て
や
る
ぞ
～
』
と
意
気

込
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
分
自
身
が
思
い
描
い
て

い
た
委
員
長
像
に
は
程
遠
く
、
み
ん
な
に
助
け
て
も
ら
っ

て
ば
か
り
の
日
々
。
そ
ん
な
中
み
ん
な
の
頑
張
り
と
助
け

の
お
陰
で
最
高
の
夏
ま
つ
り
事
業
構
築
が
で
き
、
準
備
も

整
い
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
直
前
に
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
に
よ
り
中
止
と
い
う
連
絡
が
…
悔
し
く
て
泣
き
ま
し

た
。
た
だ
、
そ
こ
で
得
た
も
の
が≪

仲
間
の
結
束≫

と 
≪

委
員
長
と
し
て
事
業
構
築
の
経
験≫

で
し
た
。
委
員
会

全
員
で
悔
し
い
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
夏
の
分
も
冬
に
や

る
ぞ
と
、
夏
ま
つ
り
を
教
訓
に
一
気
に
冬
ま
つ
り
・
観
光

ア
プ
リ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
築
に
向
か
い
、
両
方
と
も
大
成

功
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
皆
で
苦
労
し
作
り
上

げ
た
も
の
を
ま
ち
の
人
に
披
露
し
た
時
の
景
色
、
一
生
忘

れ
ま
せ
ん
。
今
か
ら
春
ま
つ
り
準
備
で
す
。
１
年
間
支
え

て
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｂ
ｕ

ｚ
ｚ
ま
ち
最
高
だ
ぜ
⤴

卒
業
生
の
言
葉

卒
業
生
の
言
葉
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s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

松
　
井
　
裕
　
隆

　

約
７
年
半
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
青
年
部
を
卒

業
す
る
事
に
な
り
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
年
度
だ
け
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
ち
系
委
員
会
の

副
委
員
長
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
年
に
は
、「
第

１
回
ま
ち
キ
ッ
ズ
ふ
く
い
」
を
担
当
し
ま
し
た
。
不
慣
れ

で
口
下
手
な
私
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
が
支
え
て
い
た

だ
い
た
事
に
よ
り
、
何
と
か
事
業
を
進
め
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

ま
た
、
会
社
の
中
で
は
、
期
待
を
か
け
ら
れ
、
出
来
て

当
た
り
前
の
後
継
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ

に
悩
ん
で
い
た
私
で
す
が
、
同
じ
立
場
の
方
々
、
ま
た
ご

自
身
で
起
業
さ
れ
た
方
々
な
ど
、
様
々
な
立
場
の
方
々
と

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
に
よ
り
、
今
後
も
一
生
相
談

し
合
え
る
仲
間
を
持
つ
事
が
出
来
た
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　

最
後
に
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご

活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

水
　
切
　
弘
　
典

卒業生の言葉卒業生の言葉
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

今
　
井
　
順
　
也

　

平
成
18
年
６
月
に
入
会
し
約
16
年
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
お
か
げ

で
成
長
さ
せ
て
頂
き
、
ま
た
時
代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
い

く
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
見
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ

Ｇ
で
の
思
い
出
は
多
す
ぎ
て
２
０
０
字
で
は
ま
と
ま
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
16
年
間
、
私
の
居
場
所
、
拠
り
所
と
し
て

Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
あ
り
続
け
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
共
に
歩
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
私
の
思
う
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
良
い
と
こ
ろ
は

１
年
で
ガ
ラ
ッ
と
体
制
が
変
わ
る
こ
と
で
す
。
委
員
長
や

副
会
長
な
ど
に
な
る
と
例
会
や
事
業
の
こ
と
が
日
々
頭
を

め
ぐ
り
、
時
に
は
憂
鬱
に
な
る
ほ
ど
（
笑
）
Ｙ
Ｅ
Ｇ
漬
け

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
も
入
会
翌
年
か
ら
９
年
間
連

続
で
役
員
を
し
た
後
に
一
旦
役
員
を
降
り
た
と
き
、
想
像

以
上
に
自
由
で
身
軽
に
な
っ
た
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
、
誰

か
が
作
り
上
げ
た
事
業
に
た
だ
参
加
す
る
だ
け
で
よ
い
有

難
さ
が
身
に
し
み
ま
し
た
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
疲
れ
切
っ
た
人
は

次
の
年
リ
セ
ッ
ト
す
る
も
良
し
、
仕
事
じ
ゃ
こ
う
は
い
き

ま
せ
ん
が
皆
さ
ん
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ラ
イ
フ
を

楽
し
ん
で
下
さ
い
。
長
い
間
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

太
　
田
　
貴
　
司

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

坂
　
口
　
雄
　
介

　

こ
の
度
卒
業
コ
メ
ン
ト
寄
稿
に
あ
た
り
、
手
帳
や
資
料

な
ど
改
め
て
振
り
返
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
い
ざ
原
稿
を
書
き
始
め
る
と
私
の
８
年
半
の

Ｙ
Ｅ
Ｇ
人
生
を
制
限
内
で
収
め
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
こ

と
に
す
ぐ
気
づ
き
ま
し
た
。
私
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
人
生
は
そ
の
く

ら
い
充
実
し
た
素
晴
ら
し
い
経
験
と
な
っ
た
も
の
だ
っ
た

の
で
す
。
卒
業
す
る
今
更
な
が
ら
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
お
か
げ
で
様
々
な
人
と
の
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
夜
遅
く
ま
で
議
論
を
交
わ
し
、
時
に
は
ぶ
つ

か
り
合
い
な
が
ら
物
事
を
成
し
遂
げ
、
喜
び
を
分
か
ち
合

い
ま
し
た
。
馬
鹿
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
や
り
ま
し
た
。
市

民
や
子
供
た
ち
の
生
の
声
も
リ
ア
ル
に
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
も
し
損
か
得
か
で
活
動
し
て
い
た
ら
、
こ
の
よ

う
な
充
実
感
は
味
わ
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
す
。

　

会
員
そ
の
も
の
が
愛
す
る
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
。
市
民
か
ら

愛
さ
れ
る
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
。
今
後
も
皆
様
の
ご
活
躍
ぶ
り

を
時
折
チ
ェ
ッ
ク
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

柴
　
田
　
光
　
義
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南
　
　
　
誠
太
郎

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
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s

山
　
本
　
文
　
昭

　

私
は
６
年
前
に
福
井
商
工
会
青
年
部
に
入
会
致
し
ま
し

た
。
入
会
し
た
き
っ
か
け
は
、
先
輩
方
か
ら
話
を
聞
い
て

と
て
も
楽
し
そ
う
な
事
を
し
て
い
る
な
と
思
い
気
づ
け
ば

入
会
し
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
最
初
は
例
会
に
出
席

し
不
慣
れ
な
事
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
１
人
１
人
の
熱
い
気
持
ち
に
背
中
を
押
さ
れ
な
が
ら

自
分
自
身
色
々
な
面
で
成
長
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
今

コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
が
出
来

た
の
も
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
お
陰
で
す
。
６
年
間
貴
重
な
体
験
を
さ

せ
て
頂
き
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新入会員紹介新入会員紹介

宮
　
本
　
真
　
貴

　

株
式
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｌ
の
宮
本
と
申
し
ま
す
。
昨
年
10
月
に

入
会
致
し
ま
し
た
。
現
在
Ｅ
Ｃ
事
業
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。
私
は
事
業
を
通
じ
て
、「
若
い
世
代
が
夢
を
見
れ
る

環
境
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
事
業
領
域
は
決
め
ず
、
色
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
右
も
左
も
分
か

ら
な
い
状
況
で
す
が
、
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木
　
村
　
　
　
知

　

令
和
３
年
４
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕

事
と
子
育
て
と
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
両
立
が
可
能
な
の
か
と
不

安
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
お
忙
し
い
に
も
関
わ
ら
ず
日
中
に

活
動
の
開
催
を
し
て
い
た
だ
け
た
り
、
様
々
な
お
声
が
け

を
い
た
だ
け
た
り
と
、
大
変
充
実
し
た
日
々
を
送
ら
せ
て

い
た
だ
け
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
自
己
研
鑽
に
励
み
な
が

ら
楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

澤
　
田
　
拓
　
也

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　

一
度
青
年
部
を
退
会
し
ま
し
た
が
リ
タ
ー
ン
し
ま
し

た
！
笑
笑

　

た
く
さ
ん
の
成
長
を
く
れ
た
青
年
部
。

　

も
う
一
度
、
皆
さ
ん
と
共
に
活
動
し
た
い
と
意
気
込
み

だ
け
持
っ
て
き
ま
し
た
！

　

ま
た
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
ま
す
。

　

ま
た
ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

島
　
村
　
真
　
人

　

初
め
ま
し
て
島
村
で
す
。
私
は
株
式
会
社
フ
レ
ア
を
創

業
し
ま
し
た
。
人
と
人
、
縁
と
縁
を
繋
ぎ
、
互
い
が
互
い

を
思
い
や
り
、
貢
献
し
、
共
存
共
栄
の
社
会
を
目
指
し
ま

す
。
２
０
１
２
年
、
住
宅
・
不
動
産
事
業
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
私
た
ち
は
、
現
在
、
事
業
を
多
角
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
お
客
様
を
は
じ
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
関
係
各
社
の

皆
様
の
笑
顔
で
す
。
お
互
い
が
支
え
合
い
、
貢
献
し
、
感

謝
の
心
を
持
っ
て
お
付
き
合
い
を
続
け
て
い
き
た
い
、
と

胸
に
秘
め
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
望
み
は
、
常
に
信
頼

を
寄
せ
、
笑
顔
で
会
話
が
で
き
る
関
係
で
す
。
な
に
よ
り

も
「
信
頼
」
と
い
う
二
文
字
は
、
必
ず
、
た
く
さ
ん
の
人

と
人
を
つ
な
げ
、
ひ
と
つ
の
社
会
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
で
し
ょ
う
。
私
は
信
頼
と
感
謝
の
輪
を
作
り
広
げ

新
入
会
員
紹
介

新
入
会
員
紹
介
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小
　
嶋
　
宏
　
樹

　

令
和
３
年
10
月
に
入
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
最
初
に
酵
素
飲
料
を
発
売
し
た
大
高
酵
素
製
品

の
卸
業
を
し
て
い
ま
す
。
体
の
為
に
、
添
加
物
等
は
一
切

入
れ
な
い
製
法
を
発
売
以
来
続
け
て
い
る
製
品
で
す
。

　

酵
素
料
理
教
室
や
、
販
売
店
様
の
店
舗
で
、
健
康
セ
ミ

ナ
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
先

輩
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
勉
強
さ
せ
て
頂
き
、

成
長
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
活
動

に
参
加
し
て
、
地
域
活
動
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

西
　
本
　
未
　
翔

　

海
外
と
英
語
が
大
好
き
な
英
語
オ
タ
ク
で
す
。
好
き
を

生
か
し
て
仕
事
を
し
た
い
と
言
う
熱
意
か
ら
、
昨
年
５
月

よ
り
語
学
ス
ク
ー
ル
「
お
し
ゃ
べ
り
」
を
経
営
し
て
お
り

ま
す
。
英
語
を
専
門
と
し
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
英
検
な
ど
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
か
ら
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
よ
う
に
流
暢
に
話
せ
る
英
会
話
力
構
築
ま
で
、
英
語
に

関
す
る
幅
広
い
ご
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
学
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
就
職
で
は
な
く
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を
進
む
上
で
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

で
は
組
織
で
活
動
し
て
い
く
経
験
と
多
く
の
出
会
い
や
交

流
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

多
　
田
　
有
　
希

　

弊
社
は
、
福
井
市
大
和
田
で
、
ラ
ジ
オ
と
テ
レ
ビ
番
組

や
ニ
ュ
ー
ス
、
Ｃ
Ｍ
放
送
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
福
井
県

の
情
報
を
県
民
の
皆
様
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

　

Ｃ
Ｍ
で
は
集
客
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
リ
ク
ル
ー
ト
対

策
ま
で
多
種
多
様
な
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域
社
会
の
発
展
に

貢
献
す
る
と
共
に
、
幅
広
い
人
脈
作
り
と
、
自
分
自
身
の

成
長
に
繋
げ
て
い
け
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

堀
　
江
　
祐
　
貴

　

昨
年
５
月
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
何
も
目
的
な

く
入
会
し
、「
大
丈
夫
か
な
ぁ
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
委

員
会
や
例
会
に
参
加
し
て
い
く
に
つ
れ
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
楽
し

ん
で
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い

刺
激
を
受
け
て
、
も
っ
と
学
び
た
い
、
も
っ
と
楽
し
み
た

い
と
思
い
ま
す
。文
章
が
苦
手
で
語
彙
力
が
な
い
で
す
が
、

「
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
一
員
と
し
て
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
こ
の
気

持
ち
届
け
ぇ
」

　

ふ
つ
つ
か
者
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

る
企
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
も
色
々
と
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

加
　
藤
　
勇
　
輝

　

令
和
３
年
４
月
に
入
会
し
ま
し
た
。
弊
社
は
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
派
遣
や
養
成
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
・
運
営
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
ノ
宮

で
「
ト
ー
タ
ル
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
を
運

営
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を
通
し
て
、
先
輩
方
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

佐
　
藤
　
智
　
浩

　

一
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
佐
藤
智
浩
と
申

し
ま
す
。
生
ま
れ
も
育
ち
も
神
奈
川
県
の
私
で
す
が
、
こ

の
度
縁
あ
っ
て
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

弊
社
の
理
念
は
『
福
井
の
良
い
も
の
を
外
に
、
外
の
良

い
も
の
を
福
井
に
伝
え
る
こ
と
』
で
す
。
と
は
言
え
、
福

井
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、

先
輩
方
に
助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
を

通
し
て
文
化
や
歴
史
と
と
も
に
美
味
し
い
も
の
・
素
敵
な

人
・
面
白
い
場
所
な
ど
、
福
井
の
魅
力
を
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

組
織
力
活
性
化
特
派
員
室

　
　

 

委
員
長細

　
川
　
正
　
人

　

Ｒ
４
年
度
組
織
力
活
性
化
特
派
員
室
の
室
長
を
さ
せ
て

頂
き
ま
す
細
川
正
人
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

当
室
で
は
今
年
度
の
出
向
者
の
み
を
集
め
た
精
鋭
部
隊

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
、

福
井
県
連
役
員
、
福
井
県
連
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
の
出

向
者
で
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
出
向
者
は
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

を
代
表
し
て
様
々
な
箇
所
へ
と
出
向
き
ま
す
。
特
に
今
年

度
は
福
井
県
連
鯖
江
Ｙ
Ｅ
Ｇ
よ
り
西
村
会
長
を
輩
出
す
る

年
で
す
。
県
都
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
下
支
え
で
き
れ
ば
と
の
事

で
６
名
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
５
名
の
出
向
と
人
一
倍
力

を
入
れ
て
も
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
現
地
に
出

向
く
と
い
う
リ
ス
ク
を
背
負
い
な
が
ら
も
こ
の
室
の
メ
ン

バ
ー
は
出
向
を
受
け
入
れ
気
概
を
持
ち
様
々
所
で
様
々
な

人
達
と
交
流
し
役
割
を
果
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
ま
で
出
向
者
は
出
先
で
の
活
動
が
忙
し
く
単
会
で
の

活
動
に
支
障
を
き
た
す
事
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
今
年
度
は
こ
の
室
で
出
向
者
同
士
、
力
を
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
単
会
へ
も
何
か
し
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
結
果
そ
の
事
が
出

向
の
魅
力
を
伝
え
、
単
会
組
織
の
組
織
力
活
性
化
に
繋
が

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
重
要
と
考
え
て
い
る
３
つ
の
大
会
は
単
会
メ
ン

バ
ー
を
巻
き
込
み
皆
ん
な
で
参
加
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
３
つ
の
大
会
は
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
（
和
歌
山
田
辺
）

　

秋
の
会
長
研
修
会
（
北
大
阪
）
そ
し
て
全
国
大
会
（
秋

田
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
全
国
大
会
は
２
年
連
続

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
っ
て
し
ま
い
、
あ
の
楽
し
く
感

動
で
き
る
リ
ア
ル
さ
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
こ
そ
は
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち
着
き
単
会
メ
ン
バ
ー
一
同

で
行
け
る
事
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

そ
し
て
そ
の
事
に
よ
り
単
会
メ
ン
バ
ー
が
自
主
的
に
出

向
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
い
、
出
向
者
の
枠
を
取
り

合
う
く
ら
い
の
魅
力
を
発
信
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
我
々
出
向
者
は
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
代
表
し
特
別
に

派
遣
さ
れ
る
特
派
員
と
し
て
一
年
間
、
全
力
を
尽
く
す
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

Ｔ
・
Ｄ
・
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会

　
　

 

委
員
長内

　
海
　
幹
　
大

　

令
和
４
年
度
Ｔ
・
Ｄ
・
Ｃ
ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
の
委
員
長

を
拝
命
し
ま
し
た
、
入
会
４
年
目
、
丸
勝
建
築
㈱
の
内
海

幹
大
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
初
め
て
委
員
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
く
事
と
な
り
ま
し
た
が
、お
声
掛
け
を
受
け
た
際
、

ま
さ
か
自
分
に
声
が
掛
か
る
な
ん
て
と
思
い
な
が
ら
も
、

す
ぐ
お
引
き
受
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
Ｙ
Ｅ

Ｇ
に
お
け
る
「
い
い
え
」
の
言
い
方
を
ま
だ
教
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
12
月
総
会
に
て
承
認
頂
き
日
に
日
に
委
員
長
と

し
て
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
、
寝
込
ん
で
し
ま
い
そ
う

に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
眠
く
な
か
っ
た
の
で
令
和
４

年
度
基
本
方
針
を
何
度
も
読
み
返
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
皆
さ
ま
は
メ
ン
バ
ー
間
の
事
を
ど
う
思
い
ま
す

か
？
私
は
い
つ
も
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
先
輩
方
は
み
ん
な
仲
が

良
い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
お
会
い
し
た
こ
と
の
な
い

大
先
輩
方
も
き
っ
と
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
こ
れ
ま

で
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
て
先
輩
方
か
ら
お
聞
き
し
た
話
を
考

え
る
と
、
互
い
の
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
交
流
や
協
力
、
ま

た
は
視
座
・
知
見
等
を
共
有
し
、
個
・
企
業
の
発
展
を
図

ら
れ
て
き
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
も
令
和
元
年
度
12
月
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
、
多
く
の
活
動
の
場
が
制
限
・
失
わ
れ
続
け
ま
し

た
。
特
に
対
面
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
や
交
流
の
機
会

は
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
同
時
に
コ
ロ
ナ
禍
以
降
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
各
種
交
流
が
実
用
的
と
な
り
、
そ
れ
ら
は

飛
躍
的
に
Ｄ
Ｘ
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
不

満
や
難
し
さ
を
感
じ
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
一
因
と

し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
交
流
を
図
る
前
の
繋
が
り
の
土

台
が
出
来
て
い
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
も
含
め
入
会

4

年
目
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
は
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
約
４
割
を
占

め
、
そ
の
４
割
も
の
メ
ン
バ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受

け
、
限
定
的
も
し
く
は
非
交
流
の
会
活
動
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
異
業
種
が
集
ま
る
当
会
に

と
っ
て
大
き
な
痛
手
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
差
し
出
が
ま

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
先
輩
方
が
行
っ
て
き
た
よ
う

な
交
流
を
作
り
た
い
・
停
滞
し
て
い
る
現
状
を
変
え
た
い

と
い
う
事
が
私
の
目
標
で
す
。

　

基
本
方
針
・
活
動
方
針
を
何
度
も
読
み
返
し
、
ビ
ジ
ネ

ス
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
令
和
４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン

「Everybody CanD
o

～
繋
が
り
、紡
ぎ
、織
り
な
す
ヒ
ー

ロ
ー
で
あ
れ
～
」
を
（T

alk:

話
し
て
）
繋
が
り
、（D

esign:

工
夫
し
描
い
て
）
紡
ぎ
、（Create:

創
造
し
）
織
り
な
す

（
ビ
ジ
ネ
ス
の
）
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
れ
と
考
え
Ｔ
・
Ｄ
・
Ｃ

ビ
ジ
ネ
ス
委
員
会
と
名
付
け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。（
山

田
会
長
！
的
外
れ
な
解
釈
だ
っ
た
ら
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

令
和
4
年
度
委
員
長
抱
負
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ん
。。。）
当
委
員
会
で
は
ま
ず
話
し
て
繋
が
る
こ
と
か
ら

始
め
、
対
話
の
つ
き
な
い
委
員
会
そ
し
て
会
全
体
を
巻
き

込
ん
で
事
業
構
築
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
騒
が

し
く
楽
し
い
委
員
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ま
一
年
間
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

Ｙ
Ｙ
Ｙ（
ト
リ
プ
ル
ワ
イ
）委
員
会

　
　

 
委
員
長吉

　
岡
　
正
　
博

　

令
和
４
年
度
の
新
入
会
員
委
員
会
『
Ｙ
Ｙ
Ｙ
（
ト
リ
プ

ル
ワ
イ
）
委
員
会
』
の
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

入
会
４
年
目
と
な
り
、昨
年
度
は
初
め
て
の
副
委
員
長
、

そ
し
て
続
け
て
初
め
て
の
委
員
長
と
な
り
ま
す
。

　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
社
会
人
と
し
て
も
ま
だ
ま
だ
新
米
な
私
に
、

こ
の
役
の
お
声
か
け
頂
い
た
と
き
は
、
最
初
は
戸
惑
い
、

自
分
に
や
れ
る
の
か
と
い
う
不
安
を
感
じ
ま
し
た
。ま
ぁ
、

今
で
も
不
安
で
す
が
（
笑
）

　

し
か
し
周
り
を
見
る
と
、
同
期
た
ち
が
た
く
さ
ん
役
を

引
き
受
け
て
お
り
、何
か
安
心
感
と
、負
け
て
ら
れ
ん
な
ぁ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
引
き
受
け
た
役
で
す
の
で
、
ビ
ビ
ら
ず
、
自

分
に
と
っ
て
も
一
段
と
成
長
で
き
る1

年
と
な
る
よ
う
、

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
、
委
員
会
名
を
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、
以

下
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。

①　

Ｙ
Ｅ
Ｇ　

や
れ
ば
出
来
る　

養
成　

委
員
会

　

 　

新
入
会
員
が
所
属
す
る
委
員
会
と
し
て
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
、

　

 　

そ
の
活
動
に
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
か
を
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
も
う
す
ぐ
50
周
年
を
迎
え

る
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
、
さ
ら
に
そ
の
先
へ
も
発
展
さ
せ
て

い
く
為
の
、
ヒ
ー
ロ
ー
を
育
む
こ
と
が
当
委
員
会
の
最

大
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

各
例
会
・
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、
魅
力
を
見
つ
け
、

そ
れ
を
自
ら
発
信
す
る
こ
と
で
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
対
す
る
理
解

を
深
め
ま
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
入
会
動
機
に
基
づ

い
た
例
会
を
仲
間
と
協
動
し
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、

や
ろ
う
と
す
れ
ば
何
で
も
出
来
る
こ
と
に
気
づ
き
、
さ

ら
に
こ
の
先
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
対
す
る
や
り
が
い
や
、

や
り
た
い
こ
と
を
発
見
で
き
る
委
員
会
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

②　

ワ
イ　

ワ
イ　

や
ろ
う
よ　

委
員
会

　

 　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
会
社
や
家
庭
で
は
出
来
な
い
相
談
や
バ

カ
話
を
し
て
笑
い
あ
え
る
、仲
間
を
作
れ
る
場
所
で
す
。

そ
ん
な
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
入
口
の
委
員
会
と
し
て
、ワ
イ
ワ
イ
、

が
や
が
や
と
楽
し
み
な
が
ら
同
期
と
の
仲
間
意
識
を
築

け
る
環
境
づ
く
り
と
、
他
委
員
会
の
会
員
と
交
流
で
き

る
委
員
会
を
目
指
し
ま
す
。

③　

吉
岡
が　

や
り
た
い
よ
う
に　

や
る　

委
員
会

　

 　

実
は
、
Ｙ
Ｙ
Ｙ
の
語
源
は
、
一
番
は
こ
れ
か
も
し
れ

ま
せ
ん
（
笑
）

　

 　

私
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
組
織
を
引
っ
張
っ
て
い
っ

た
経
験
は
、
今
ま
で
に
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
委
員
会

の
運
営
に
つ
い
て
、
悩
み
な
が
ら
、
色
ん
な
経
験
を
し
、

越
（
カ
ツ
）
力
を
発
揮
し
て
自
己
の
成
長
に
励
み
ま
す
。

　

 　

た
だ
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
、
自
分
が
楽
し
ん
で
や
れ
な
け

れ
ば
、
自
分
が
１
年
持
ち
ま
せ
ん
！

　

 　

も
ち
ろ
ん
職
務
分
掌
に
沿
っ
た
上
で
す
が
、
自
分
の

色
が
出
る
、
自
分
も
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
け
る
よ
う
な

委
員
会
を
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
３
つ
の
Ｙ
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
い
委
員
会
に
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
１
年
間
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

ま
ち
『
美
』
力
委
員
会

　
　

 

委
員
長木

　
瀬
　
將
　
盛

　

令
和
４
年
度
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
「
ま
ち
『
美
』

力
委
員
会
」
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
木
瀬
將
盛

と
申
し
ま
す
。
入
会
３
年
目
と
な
り
青
年
部
の
活
動
を
さ

ら
に
深
く
学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
自
企

業
の
発
展
の
た
め
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
の
た
め
青

年
経
済
人
と
し
て
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
立
場
が
人
を
変
え
る
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う

に
私
自
身
深
く
学
び
、
多
く
の
方
々
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
凌
雲
の
志
を
も
っ
て
１
年
間
邁
進
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
福
井

に
は
紡
が
れ
る
「
美
し
い
」
伝
統
や
文
化
、
歴
史
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
地
域
の
習
慣
、
仕
来
た
り
、
ま
つ
り
。

ま
た
、
福
井
の
お
会
社
様
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
や
歴
史
。
そ

れ
ら
を
先
人
か
ら
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
こ
そ

「
美
し
い
」
カ
タ
チ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
人
は
う
っ

と
り
す
る
こ
と
を
「
美
し
い
」
と
表
現
し
、
そ
れ
は
目
や

耳
、
心
で
感
じ
た
こ
と
表
現
す
る
言
葉
で
す
。
令
和
４
年

度
は
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
角
度
か
ら
そ
の
「
美
し
さ
」
を

表
現
し
、
福
井
の
皆
様
が
元
気
で
楽
し
く
な
る
企
画
を
考

え
て
い
き
ま
す
。
福
井
商
工
会
議
所
青
年
部
で
は
こ
れ
ま

で
春
ま
つ
り
、
夏
ま
つ
り
な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
を
創
出

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ヨ
サ
コ
イ
や
水
か
け
ま
つ

り
、
ロ
ン
ド
ン
バ
ス
な
ど
諸
先
輩
方
が
作
り
上
げ
て
き
た

福
井
の
皆
様
を
笑
顔
に
す
る
設
え
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
ぎ
、絶
や
さ
な
い
よ
う
、

深
く
対
話
を
つ
づ
け
考
え
抜
き
新
し
い
挑
戦
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、

終
息
が
い
ま
だ
見
え
な
い
中
だ
か
ら
こ
そ
、
悪
い
方
向
だ
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け
見
る
の
で
は
な
く
良
い
方
向
を
見
る
た
め
の
一
歩
を
こ

の
福
井
と
い
う
ま
ち
か
ら
世
界
へ
向
け
て
発
信
し
て
い
き

ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
い
う
新
し
い
時
代
で
も
福
井
の

方
々
が
楽
し
く
笑
顔
に
な
る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
創
出

で
き
る
よ
う
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆

様
か
ら
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

総
務
委
員
会

　
　

 
委
員
長辻

　
　
　
直
　
樹

　

世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、

社
会
の
在
り
方
が
劇
的
に
変
わ
る
中
、
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
専
務
と
い
う
新
し
い
役
職
の
創

設
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
役
員
会
・
例
会
・
事
業
の
開
催
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
ト
ラ
イ
・
ド
ゥ
事
業
、
組
織
横
断
的
事
業

な
ど
新
し
い
事
業
や
組
織
の
あ
り
方
を
構
築
し
新
し
い
時

代
に
合
わ
せ
て
変
革
し
て
い
ま
す
。
次
年
度
の
総
務
委
員

会
と
し
て
、
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
く
青
年
部
の
活
動
を
ど

の
よ
う
に
支
え
て
い
く
の
か
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
『Everybody Can D

o

～

繋
が
り
、
紡
ぎ
、
織
り
な
す
ヒ
ー
ロ
ー
で
あ
れ
～
』。
人

の
幸
せ
に
は
、
社
会
的
に
良
好
な
状
態
、
す
な
わ
ち
“
社

会
的
つ
な
が
り
”
が
重
要
で
す
。
人
と
人
と
の
繋
が
り
が

希
薄
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
現
代
社
会
の
中
で
、
コ
ロ
ナ

禍
の
長
期
化
が
こ
の
社
会
的
つ
な
が
り
の
喪
失
に
拍
車
を

か
け
て
い
ま
す
。
会
社
や
家
族
、
仲
の
良
い
知
人
と
の
交

流
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
あ
っ
た
社
会
的
つ
な
が
り
が

途
絶
え
て
い
く
、
そ
の
社
会
的
つ
な
が
り
の
一
つ
で
あ
る

青
年
部
の
活
動
も
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
視
野
に
入
れ
た
例

会
の
構
築
、
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る
負
え
な
い
事
業
内
容
な

ど
、
多
く
の
制
約
の
中
で
日
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
く
事

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
４
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

あ
る
よ
う
に
、
青
年
部
の
活
動
が
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

を
作
り
、
自
ら
を
高
め
お
互
い
を
紡
ぎ
合
い
、
想
い
を
実

現
で
き
る
未
来
へ
と
構
築
で
き
る
存
在
と
な
る
こ
と
、
こ

の
会
長
の
思
い
を
形
に
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
我
々
の

目
指
す
べ
き
姿
だ
と
考
え
ま
す
。

　

総
務
委
員
会
と
は
、
青
年
部
の
活
動
を
支
え
る
土
台
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
総
会
や
役
員
会
の
運
営
進
行
、
福
井

Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
情
報
管
理
、
会
員
の
情
報
管
理
・
伝
達
等
、

青
年
部
活
動
の
根
幹
に
関
わ
る
業
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

社
会
に
合
わ
せ
て
青
年
部
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、
今
ま

で
当
た
り
前
に
あ
っ
た
こ
と
は
当
た
り
前
に
こ
な
し
、
変

化
す
る
べ
き
と
こ
ろ
は
柔
軟
に
変
化
す
る
こ
と
で
、
会
員

の
皆
が
今
ま
で
通
り
に
参
加
し
や
す
く
、
繋
が
り
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
る
青
年
部
活
動
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
委
員
長
経
験
は
今
回
が
２

回
目
で
、
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
や
至
ら
な
い
点
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
青
年
経
済
人
と
し
て
多
く
の
人
と
交

わ
り
会
員
皆
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」
と
い
う
言
葉
の
よ
う
に
、

皆
で
こ
の
困
難
な
時
代
を
笑
っ
て
乗
り
越
え
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

Ｆ
Ｃ
カ
ル
テ
ッ
ト
委
員
会

　
　

 
委
員
長森

　
　
　
淳
一
郎

　

Ｆ
Ｃ
カ
ル
テ
ッ
ト
委
員
会
で
は
、
今
年
度
活
動
方
針
に

あ
り
ま
す
「
未
来
を
担
う
ひ
と
の
ち
か
ら
で
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
、ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ
に
、“
多
様
”

で
“
多
世
代
”
な
幅
広
く
福
井
の
人
々
が
集
ま
る
「
場
」

づ
く
り
を
、
未
来
を
担
う
若
者
世
代
と
共
に
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、「
①
Ｙ
Ｅ
Ｇ
」
と
「
②
若
者

世
代
」
で
「
③
ス
ポ
ー
ツ
」
が
も
た
ら
す
人
と
人
と
を
つ

な
ぐ
一
体
感
、
人
を
成
長
さ
せ
る
力
、
未
来
に
憧
れ
を
抱

か
せ
、
地
元
を
誇
り
に
思
う
気
持
ち
を
「
④
地
域
に
住
む

人
々
」
に
広
く
根
付
か
せ
て
い
く
「
場
」
を
作
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
４
つ
の
要
素
が
関
連
し
あ
っ
て
生
み
出

す
相
乗
効
果
を
『
カ
ル
テ
ッ
ト
』
と
表
現
し
、
協
動
を
明

確
に
意
識
す
る
と
い
う
想
い
を
込
め
て
、
委
員
会
名
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
、
気
が
付
け
ば
す
で
に
Ｙ
Ｅ
Ｇ
歴
７
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
様
々
な
役
割
か
ら
精
一
杯
Ｙ
Ｅ
Ｇ

活
動
に
取
り
組
み
、
多
く
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
実
は
い
わ
ゆ
る
王
道
と
言
わ
れ
る
委
員

会
（
ま
ち
、
キ
ャ
リ
ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
等
）
に
は
所
属
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
回
、
い
よ
い
よ

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
、
地
域

を
巻
き
込
ん
だ
協
動
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
大
き
な
事
業

に
取
り
組
め
る
機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
、
心
か
ら
の

感
謝
と
大
き
な
期
待
の
気
持
ち
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
が
作
る
「
場
」
は
、
決
し
て
そ
の
場
限
り
で
終
わ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
「
場
」
作
り
を
通
し
て

繋
が
り
、
紡
ぎ
、
織
り
な
さ
れ
る
「
郷
土
愛
」。
人
か
ら

押
し
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
中
で
織

り
な
さ
れ
る
「
郷
土
愛
」
に
み
ん
な
が
気
付
く
こ
と
。
そ

れ
が
実
現
で
き
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て

次
の
「
場
」
づ
く
り
や
「
文
化
の
形
成
」
に
繋
が
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

メ
ン
バ
ー
一
人
ひ
と
り
と
共
に
、
各
自
の
ス
キ
ル
と
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
、
そ
し

て
今
後
に
受
け
継
が
れ
る
、
新
し
い
事
業
の
創
出
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
私
た
ち
自
身
が
“
ヒ
ー
ロ
ー
”

に
！
１
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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総　会

監　事
執行部

専　務 専務特務室兼
総務委員会

委員長 副委員長

菊　　祥行 竹内　亨 竹内　亨 佐々木俊一
坂田　守史 佐藤　宏隆

達川　竜司

役員会
副会長

永続サポート委員会
委員長 副委員長

小寺洋太郎 石間光太郎 木瀬　將盛
会　長 北出　慎吾

天野　準一
黒川　照太
小前田　宙

直前会長

中川　知士
副会長

キャリフロンティア委員会
委員長 副委員長

県連役員 田中　俊之 大矢　学 朝田　健一
菊　　祥行 細川　正人
天野　準一 山村　直主
嶋﨑　真幸 吉岡　正博
辻　　直樹

日本YEG専門委員

浅野　芳郎
細川　正人 副会長

Buzzまち⤴委員会
委員長 副委員長

宮田由紀恵 上田　敬士 井戸　啓太
近畿ブロック専門委員 田中日奈子

大矢　　学 山田　祐司
中川　知士 山本　義樹
細川　正人

副会長
熱盛委員会

委員長 副委員長

森　淳一郎 増田　悠二 内海　幹大
久保田晃仁
中嶋　和広
山岸　保喜

（敬称略 五十音順）

令和３年度　福井商工会議所青年部　組織図
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氏　　名 企　　業　　名
明 瀬 達 哉 Bar lu touch
朝 田 健 一 ㈲アサダモータース
浅 野 芳 郎 エジソンシステム㈱
阿 部 泰 教 ㈱オフィスサポートBP
天 野 準 一 ㈱天たつ
荒 井 俊 哉 福井テレビジョン放送㈱
五十嵐　嘉　紀 ㈱ショーセイ
石 橋 道 友 石橋建材㈱
石　間　光太郎 ㈱三栄商会
石 丸 隆 夫 ㈲石丸館
板 坂 祐 也 ㈱Up the Mark
井 戸 啓 太 井戸建築板金
伊 藤 翔 平 ㈲いとう印刷
井 上 淳 次 積水ハウス㈱ 福井営業所
今 井 順 也 社会保険労務士法人 今井労務経営
上 田 敬 士 ㈱東京海上日動パートナーズ東海北陸
上 田 結 介 ㈱TM
上 松 悦 志 ㈱ウエマツ
内 海 幹 大 丸勝建築㈱
太 田 貴 司 太田木材㈱
太 田 尚 浩 ㈱太田屋
大 滝 智 己 ㈱ムラタ
大 村 亮 輔 玩具問屋　大村商店
大 矢 　 学 ㈱ＦＰデザイン
奥 田 　 茂 奥田不動産鑑定士事務所
小 嶋 宏 樹 大高酵素福井販売
海 道 雅 俊 ㈱ナカテック
勝 見 泰 久 ㈲勝見金筬製作所
加 藤 勇 輝 ㈲パワーリンク
金　本　いずみ ㈱MAKT crowning
横 山 竜 三 ㈱ＪＴＢ　福井支店
川 中 　 優 焼肉家　優
菊 　 祥 行 サンキ㈱
木 瀬 將 盛 ㈱かゞみや
北 川 　 直 ㈱北川
北 出 慎 吾 北出経営労務事務所
木 下 剛 男 ㈱マルキヤ宣広社
木　村　あいこ ㈲グラヴィ
木 村 　 知 税理士法人　日本綜研
久保田　晃　仁 久保田製菓㈲
黒 川 照 太 ㈱TSUKIWA
小 島 茂 幹 HAIR/MAKE　PALIER
小　寺　洋太郎 ㈱御素麺屋
小前田　　　宙 弁護士法人ふくい総合法律事務所
小 森 康 史 ㈱ダイナテック
榊 原 右 章 Ai support
坂 口 雄 介 ㈱サンテン・コーポレーション
坂 田 守 史 ㈱デザインスタジオ・ビネン
佐々木　晃　一 ㈱佐々木一級建築士事務所
佐々木　俊　一 ㈱クリーニング白洋舎
佐 藤 智 浩 ㈱Fuku×福
佐 藤 宏 隆 ㈲詩季（flow.Nexus）
澤 田 拓 也 CDAC
柴 田 光 義 ㈱ライトスタッフ
嶋 﨑 真 幸 ㈱コーワ
島 村 真 人 ㈱フレア
清 水 孝 行 清水法律事務所
下 田 友 美 CHARME
下 野 　 護 ㈱トゥエルブ
髙 木 秀 樹 ㈱アクティブパートナー
田 口 　 徹 大和ハウス工業㈱
竹 内 秋 津 ㈱パソコンビニ福井
竹 内 　 治 ㈲タカラアート
竹　内　耕一郎 丸越プリント㈱

氏　　名 企　　業　　名
竹 内 　 亨 酒のタケウチ
多　田　健太郎 ㈱米五
多 田 有 希 福井放送㈱
達 川 竜 司 トライ ドゥ カメラ
田 中 俊 之 Atolla
田 中 日 奈 子 ヒヨコヤデザイン
田 畑 健 太 郎 ㈱越前かに成前
玉 村 訓 大 ㈱プロダクト・マイスター
辻 　 直 樹 ㈱キャンピオ辻万
土 谷 宏 明 ㈲土谷
松 木 崇 生 ㈲ハクレイ土地建物
中 川 知 士 ㈲中川鉄工
中 嶋 和 広 ㈲ I・プラザ
中 出 啓 亮 ㈱ I.Corporation
中 野 良 祐 Trump
中 村 建 哉 ㈱ライフライン
中 山 博 隆 丸高コンクリート工業㈱
名 津 井 陽 ㈱FIUTY
南　部　あゆむ 福井エフエム放送㈱
西 川 晃 治 西川工務店／西川晃治建築設計事務所
西 嶋 大 明 ㈱アイル
西 本 未 翔 日本語おしゃべり
布 目 雄 一 郎 ファイナンシャルジャパン㈱福井支社
野 村 真 也 プルデンシャル生命保険㈱
橋 本 武 志 ホクコンマテリアル㈱
樋 田 光 生 福井精米㈱
細 川 正 人 ㈱ソーホーズインターナショナル
堀 　 真 人 ㈱ホリチューボー
堀 江 俊 一 ㈱福井メディックス
堀 江 祐 貴 ㈱ユウキ工房
堀 江 成 禎 ㈲堀江商店
前 川 将 隆 ㈱アバスライン
前 田 和 也 ㈱E-GANG
増 田 悠 二 北鋼シャーリング㈱
桝　谷　妃香里 Grande
松 井 尋 志 ㈱前田美装工業
松 井 裕 隆 ㈱ホンダクリオ福井
松 井 良 平 中華四川料理　もりた
松 宮 正 和 ㈱松宮設計事務所
水 上 侑 士 ㈲アローズ
水 切 弘 典 ㈱インフォライブ
見 谷 純 次 ㈱見谷組
南 誠 太 郎 南和彦税理士事務所
宮　田　由紀恵 ラーナニーニャ
宮 本 真 貴 SOL
村 上 武 雄 村上大理石㈱
森 淳 一 郎 大吉餅
森 下 峰 雪 ㈱石本石材
柳 川 尚 子 NIGHT Sweets Bar Salice
山 内 　 魁 蕎麦Dining 一福
山 浦 成 暁 ㈱ベストワーク
山 岸 保 喜 ㈱山岸和紙店
山 口 千 春 ㈱カイロオフィスYOU癒佑
山 﨑 武 士 ㈱又四郎商会
山 田 祐 司 山田商店
山 村 直 主 スタッフマネジメント㈲
山 本 文 昭 一翠
山 本 義 樹 ㈱エヌアンドシィオゥ
吉 岡 正 博 吉岡幸㈱
吉 川 知 宏 吉川コーク㈲
吉 田 純 也 ㈱福井新聞PRセンター
吉 田 達 郎 ㈱カリョー
吉 田 智 晴 ㈱竹下印刷所
吉 村 哲 一 ㈱太田忍工務店
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13
年
ぶ
り
３
回
目
の
事
務
局
を
担
当
し
ま

し
た
。
約
半
世
紀
に
わ
た
る
福
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

歴
史
の
中
で
、
３
回
も
事
務
局
を
務
め
た
の

は
私
を
含
め
二
人
だ
け
の
よ
う
で
す
。
最
初

の
担
当
は
入
所
２
年
目
の
と
き
で
、
全
国
大

会
や
全
国
会
長
研
修
会
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
な
ど
ほ
ぼ
全
て
の
大
会
に
同
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
役
員
会
は
当
然
な
が
ら
各

委
員
会
に
も
顔
を
出
し
、
懇
親
会
は
最
後
ま

で
参
加
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

２
年
目
の
最
後
の
事
業
は
足
羽
河
原
の
堤

防
に
桜
の
苗
木
を
植
え
る
こ
と
。
福
井
豪
雨

に
よ
っ
て
消
滅
し
か
け
た
足
羽
河
原
の
桜
並

木
を
再
生
さ
せ
る
た
め
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー

が
伐
採
さ
れ
た
古
木
で
「
さ
く
ら
の
お
は

し
」
を
制
作
し
、
そ
の
収
益
の
全
額
を
桜
の

苗
木
の
購
入
費
と
し
て
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ

の
功
績
は
、
泉
橋
の
近
く
に
設
置
さ
れ
た
石

碑
に
「
足
羽
川
桜
寄
贈
者
」
と
し
て
福
井
商

工
会
議
所
青
年
部
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
て
、
植
樹
か
ら
13
年
目
の
若
木
は
、
古

木
に
負
け
じ
と
大
き
く
成
長
し
、
今
年
も
福

井
市
民
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、

青
年
部
の
み
な
さ
ん
が
撒
い
た
ビ
ジ
ネ
ス
や

人
づ
く
り
、
街
づ
く
り
の
ワ
ク
ワ
ク
の
種

も
、
い
つ
し
か
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

西
木
田
通
信

西
木
田
通
信

　
あ
じ
さ
い
会
に
は
本
年
度
83
歳
か
ら
46
歳
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
の
者
が
90
名
在
籍
し
て
お
り
、
家
庭
で
言
え

ば
親
子
ほ
ど
離
れ
た
者
通
し
が
、
福
井
商
工
会
議
所
青

年
部
Ｏ
Ｂ
仲
間
と
し
て
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
で

会
員
の
安
全
を
考
え
る
と
全
く
活
動
が
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
例
年
で
す
と
ま
ち
づ
く
り
、
会
員
交
流
、
研

修
旅
行
や
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
交
流
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
次
年
度
は
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
た
な
活

動
に
対
応
し
オ
ン
ラ
イ
ン
会
合
な
ど
を
新
た
な
取
り
組

み
の
実
施
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
会
員
の
中
に
は
ご
子
息
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
現
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
も
増
え
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
に
は
親
自
身
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
時
代
に
学
ん
だ
経

験
や
知
識
そ
し
て
仲
間
づ
く
り
を
、
わ
が
子
に
も
体
験

さ
せ
成
長
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
る
の
で
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
は
『
血
の
つ
な
が
り
』

は
な
く
て
も
『
Ｙ
Ｅ
Ｇ
つ
な
が
り
』
と
し
て
、
あ
じ
さ

い
会
メ
ン
バ
ー
の
心
の
中
に
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
現
メ
ン
バ
ー
を

後
輩
（
子
）
と
し
て
、
応
援
し
支
え
成
長
さ
せ
た
い
と

い
う
先
輩
（
親
）
心
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。Ｙ
Ｅ
Ｇ
現

役
の
皆
さ
ん
、
是
非
あ
じ
さ
い
会
メ
ン
バ
ー
に
気
軽
に

声
を
か
け
て
頂
き
交
流
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
Ｏ
Ｂ
も
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
待
っ
て
お

り
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
青
年
部
を
楽
し
み

な
が
ら
活
動
し
て
頂
き
、
更
な
る
発
展
を
さ

れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

あ
じ
さ
い
会
通
信

あ
じ
さ
い
会
通
信

会

　長

　宇
佐
美

　嘉

　一

● 結婚日：2021 年 8 月 10 日
● 配偶者のお名前：坪田茉樹
● 相手の呼び方：
　　夫→妻 マキ
　　妻→夫 ぴろちゃん
● ひと事
　　夫「俺の嫁かわいいだろぉ～？」
　　嫁「ぴろちゃんをあまり YEG で
　　　　拘束しないでぇ～！」

吉岡　正博 会員吉岡　正博 会員

結婚
おめでとう
結婚

おめでとう

● お名前：天野　永菜（あまのえな）
● 赤ちゃんから一言：
　　「りっちねちゅ くりえーたーず？」

天野　準一 会員天野　準一 会員

こんにちは
赤ちゃん
こんにちは
赤ちゃん

● お名前：久保田　瑛菜
● 赤ちゃんから一言：
　　「パパと仲良くしてる皆さん、
　　 お年玉くだちゃい」

久保田　晃仁 会員久保田　晃仁 会員

● お名前：上松　大誠
● 赤ちゃんから一言：
　　「パバ、ママ、ミルクいっぱい飲んで
　　 大きくなるね。いっぱい遊ぼうね。」

上松　悦志 会員上松　悦志 会員

あじさい会通信／結婚／西木田通信あじさい会通信／結婚／西木田通信


